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は 

じ 

め 

に

　

福
井
藩
越
前
松
平
家
は
関
ヶ
原
合
戦
後
の
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）、
結
城
秀

康
が
越
前
国
六
八
万
石
を
拝
領
し
創
設
さ
れ
た
。
以
後
二
代
忠
直
の
隠
居
、
貞

享
の
半
知
な
ど
幾
度
と
な
く
危
機
が
訪
れ
た
も
の
の
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て

一
八
代
、
お
よ
そ
二
七
〇
年
に
わ
た
っ
て
越
前
国
を
支
配
し
て
き
た
。

　

し
か
し
結
城
秀
康
よ
り
二
代
忠
直
―
三
代
光
長
―
四
代
忠
昌
―
五
代
光
通
―

六
代
昌
親
―
七
代
綱
昌
―
八
代
吉
品
（
六
代
昌
親
再
封
）
―
九
代
吉
邦
―
一
〇

代
宗
昌
と
続
い
た
血
脈
は
、
一
一
代
宗
矩
を
最
後
と
し
て
途
絶
え
、
以
後
は
徳

川
将
軍
家
の
家
族
と
し
て
遇
さ
れ
た
徳
川
御
三
卿
家
の
う
ち
田
安
・
一
橋
両
徳

川
家
よ
り
養
子
を
迎
え
、
ま
た
養
子
が
生
ん
だ
子
に
よ
り
越
前
松
平
家
の
家
督

が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た（

１
）。

　

そ
の
始
ま
り
と
な
っ
た
の
は
、
一
一
代
宗
矩
の
後
を
相
続
し
た
一
橋
徳
川

家
初
代
宗
尹
嫡
子
小
五
郎
で
あ
る
。
小
五
郎
は
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
八
月

二
二
日
一
橋
屋
敷
に
お
い
て
誕
生
し
た
（
父
一
橋
宗
尹
・
母
俊
姫
［
関
白
一
条

兼
香
女
］）。
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
六
月
一
二
日
幕
命
［
当
時
大
御
所
徳
川

吉
宗
・
九
代
将
軍
家
重
］
に
よ
り
福
井
藩
主
松
平
宗
矩
の
養
嗣
子
と
な
り
、
幼

名
を
「
小
五
郎
」
か
ら
初
代
結
城
秀
康
の
幼
名
で
あ
る
「
於
義
丸
」
へ
と
改
め

た
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
一
〇
月
二
一
日
宗
矩
死
去
に
よ
り
同
一
二
月
七

日
七
歳
で
家
督
を
相
続
し
、一
二
代
藩
主
に
就
任
し
た
。
宝
暦
五
年（
一
七
五
五
）

六
月
一
三
日
に
元
服
し
、
家
重
よ
り
偏
諱
を
賜
り
「
重
昌
」
と
名
乗
り
、
従
四

位
上
権
少
将
・
越
前
守
に
叙
任
さ
れ
た
が
、
三
年
後
の
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

三
月
一
八
日
一
六
歳
に
て
夭
死
し
、
わ
ず
か
九
年
間
の
治
世
で
あ
っ
た
。

　

重
昌
の
死
後
は
実
弟
（
一
橋
宗
尹
三
男
）
重
富
が
そ
の
養
子
と
な
り
一
三
代

藩
主
に
就
任
し
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
五
二
歳
で
致
仕
す
る
ま
で
四
一

年
間
福
井
藩
政
を
担
っ
た（

２
）。

　

従
来
一
二
代
重
昌
の
養
子
入
り
は
一
一
代
宗
矩
に
よ
る
家
格
昇
格
運
動
と
し

大
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て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
貞
享
の
半
知
に
よ
り
打
撃
を
受
け
た
越
前
松
平
家
の
家

格
を
古
来
に
復
す
こ
と
を
意
図
と
し
た
と
さ
れ
る（

３
）。

　

本
事
例
は
福
井
藩
越
前
松
平
家
の
血
脈
が
結
城
秀
康
以
来
の
流
れ
か
ら
徳
川

御
三
卿
家
の
流
れ
に
変
わ
っ
た
画
期
で
あ
り
、
そ
の
転
換
期
で
あ
る
。
こ
の
血

脈
の
変
化
に
よ
り
福
井
藩
制
（
政
）
及
び
家
臣
団
、
幕
府
・
福
井
藩
越
前
松
平

家
・
徳
川
御
三
卿
家
の
関
係
、
及
ぼ
し
た
影
響
を
具
体
的
に
解
明
し
て
い
く
こ

と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
契
機
と
し
て
血
脈
変
化

の
端
緒
と
な
っ
た
重
昌
の
養
子
入
り
に
関
わ
る
史
料
の
翻
刻
・
紹
介
を
し
た
い
。

　

そ
れ
が
福
井
県
立
図
書
館
保
管
松
平
文
庫
の
『
越
城
亀
鑑（

４
）』

で
あ
る
。
本
史

料
は
冒
頭
（
事
書
）
部
分
に
「
刑
部
卿
様
御
嫡
子
様
御
当
家
え
御
養
君
ニ
被
為

入
候
濫
觴
」
と
あ
り
、
一
橋
宗
尹
嫡
子
小
五
郎
（
後
の
重
昌
）
が
福
井
藩
越
前

松
平
家
に
養
子
入
り
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
は
福
井
藩
に
お
い
て
重
昌
の
養
子
入
り
を
担
当
し
た
一
人
、
御
用
人

大
道
寺
重
高
（
繁
郷
）
で
あ
る
。
繁
郷
は
『
武
道
初
心
集
』・『
越
叟
夜
話
』・

『
落
穂
集
』
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
る
大
道
寺
友
山
を
父
に
持
ち
、
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）
友
山
隠
居
後
江
戸
に
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
若
殿
様
御
取
次
・
江
戸

御
留
守
御
用
・
奏
者
席
（
御
用
人
・
御
奏
者
番
兼
）
を
歴
任
し
た（

５
）。

本
書
奥
書

に
「
此
書
は
某
御
内
用
相
勤
候
節
之
覚
書
也
、
深
秘
置
処
御
聞
及
、
達
て
御
所

望
付
難
黙
止
書
写
進
申
候
、
自
己
之
覚
書
ニ
候
故
年
号
・
時
日
等
聊
相
違
も
可

有
之
や
、
尤
文
談
愚
盲
之
儀
、
只
実
事
を
以
書
留
候
を
其
侭
書
写
し
進
申
候
、

他
見
之
儀
は
御
用
捨
可
被
下
候
、
不
備　

安
永
二
癸
巳
冬
至
日　

大
道
寺
孫
九

郎
繁
郷
入
道
遊
翁
（
花
押
）　

八
十
五
歳
書　

狛
帯
刀
殿
」
と
あ
り
、
安
永
二

年
（
一
七
七
三
）
繁
郷
八
五
歳
時
に
、
一
三
代
重
富
が
秘
蔵
し
て
い
た
本
書
の

存
在
を
知
り
大
変
所
望
し
た
の
で
書
写
し
、
家
老
狛
伊
勢
守
澄
賢
を
通
し
て
呈

上
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

記
事
は
後
述
す
る
よ
う
に
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
か
ら
始
ま
り
、
宝
暦
八

年
（
一
七
五
八
）
一
二
代
重
昌
が
死
去
し
、
一
三
代
重
富
が
相
続
す
る
ま
で
編

年
体
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
附
録
も
付
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、『
越
城
亀
鑑
』
の
う
ち
延
享
二
年
か
ら
寛
延
二

年
の
一
二
代
重
昌
家
督
相
続
ま
で
の
五
年
間
分
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。

　
　
　
一
　
松
平
重
昌
の
養
子
入
り

　

本
史
料
の
記
載
は
延
享
二
年
よ
り
始
ま
る
。
こ
の
年
松
平
宗
矩
は
江
戸
へ
の

参
勤
を
行
っ
た
。
参
勤
後
、
福
井
藩
留
守
居
浅
井
源
左
衛
門
よ
り
幕
府
御
側
御

用
取
次
小
笠
原
政
登
（
福
井
藩
御
用
頼
）
に
、
宗
矩
の
官
位
昇
進
お
よ
び
将
軍

家
よ
り
の
養
子
入
り
の
口
上
書
（
内
願
）
を
提
出
し
た
。

　

ま
も
な
く
小
笠
原
よ
り
口
上
書
受
領
の
返
事
が
あ
っ
た
も
の
の
、
翌
延
享
三

年
に
な
っ
て
も
内
願
に
対
す
る
返
答
が
な
か
っ
た
た
め
、
大
道
寺
繁
郷
よ
り
幕

府
西
丸
若
年
寄
加
納
久
通
へ
小
笠
原
に
提
出
し
た
内
願
承
知
の
有
無
に
つ
い
て

承
合
し
た
。し
か
し
加
納
よ
り
は
内
願
未
達
、承
知
し
て
な
い
旨
の
返
答
が
あ
っ

た
。
翌
日
再
度
加
納
の
も
と
に
赴
き
、
小
笠
原
へ
提
出
の
口
上
書
控
え
を
提
出

し
た
が
、
加
納
よ
り
は
「
石
州
え
被
仰
込
候
儀
を
我
等
取
扱
候
て
は
不
宜
」
と

の
こ
と
で
、小
笠
原
よ
り
口
上
書
を
返
却
し
て
も
ら
っ
た
後
再
度
加
納
へ
提
出
、

添
削
後
受
領
さ
れ
た
。

　

翌
延
享
四
年
正
月
、
加
納
の
紹
介
に
よ
り
当
時
「
御
側
第
一
之
仁
」
で
あ
っ
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た
幕
府
本
丸
側
衆
藪
忠
通
へ
面
会
。
四
月
に
幕
府
本
丸
老
中
酒
井
忠
恭
よ
り
宗

矩
の
実
子
の
有
無
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
一
人
も
い
な
い
旨
返
答
す
る

と
、
同
一
五
日
薮
よ
り
（
宗
矩
養
子
に
つ
い
て
は
）
後
日
沙
汰
が
あ
る
と
伝
達

さ
れ
た
。

　

実
際
正
式
に
宗
矩
の
養
子
決
定
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
同
年
六
月
一
二
日
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、『
国
事
叢
記
』
に
よ
れ
ば
五
月
二
九
日
に
幕
府
老
中
堀
田
正

亮
屋
敷
に
お
い
て
、
宗
矩
に
一
橋
宗
尹
嫡
子
小
五
郎
（
後
の
重
昌
）
養
子
入
り

の
内
意
が
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る（

６
）。

六
月
六
日
江
戸
よ
り
の
徒
飛
脚
が
越
前
に
到

来
し
、
宗
矩
養
子
決
定
の
旨
が
本
多
内
蔵
助
副
紹
・
家
老
へ
伝
達（

７
）。

同
日
酒
井

外
記
知
喬
・
渡
部
左
仲
祐
張
・
飯
田
作
左
衛
門
安
至
・
秋
田
三
五
左
衛
門
勝
静
ヵ

の
四
名
に
養
子
入
り
御
用
が
命
ぜ
ら
れ（

８
）、

渡
辺
・
秋
田
両
名
は
同
一
六
日
江
戸

へ
向
け
出
発
し
た（

９
）。

　

さ
て
養
子
が
決
定
し
た
六
月
一
二
日
、
宗
矩
は
「
宗
矩
公
御
養
子
御
貰
受
ノ

節
思
召
書
御
親
書（

（（
（

」
を
認
め
て
い
る
。

　
　

�

今
日
結
構
ニ
被
仰
出
冥
加
至
極
難
有
儀
ニ
候
、
我
等
事
末
家
之
次
男
に
生

れ
、
本
家
相
続
高
官
・
大
録（

禄
）之

身
と
成
、
婚
姻
迄
上
意
之
趣
も
有
之
、
帰

国
之
節
不
及
仮
養
子
、
国
元
ニ
て
不
慮
之
儀
候
ハ
ヽ
思
召
も
可
有
之
旨
被

仰
渡
安
心
之
義
冥
加
之
至
ニ
候
、
右
之
御
高
恩
何
事
を
以
可
奉
謝
も
無
之

候
、
扨
婚
姻
調
候
上
出
生
も
候
え
は
、
血
筋
之
義
勿
論
ニ
候
え
共
、
終
に

無
出
生
、
剰
奥
方
ニ
も
先
年
不
幸
ニ
て
当
家
正
統
之
血
筋
絶
果
一
入
不
堪

悲
歎
、
且
我
等
血
筋
は
不
本
意
、
何
と
そ
御
上
御
近
き
御
連
枝
当
家
え
被

為
入
、
再
昔
に
立
帰
候
え
は
我
等
末
家
よ
り
当
家
間
断
を
続
候
、
セ
め
て

追
孝
国
家
之
為
と
徹
骨
髄
、
日
夜
心
底
之
大
願
故
、
度
々
婦
人
之
事
を
一

類
共
・
家
老
・
用
人
も
申
聞
候
え
共
、
先
年
御
老
中
方
え
不
致
再
縁
旨
申

達
候
上
は
、
況
妾
女
不
召
遣
、
畢
竟
前
ニ
申
こ
と
く
国
元
ニ
て
不
慮
之
儀

候
ハ
ヽ
、
思
召
も
可
有
之
旨
被
仰
渡
候
へ
は
、
我
等
に
子
共（

供
）無

之
候
ハ
ヽ

誰
か
百
年
之
齢
な
く
、
一
度
は
当
家
之
為
可
然
御
方
可
被
為
入
と
致
覚
悟

候
、
是
迄
家
中
之
者
共
不
審
ニ
も
可
存
候
へ
共
、
右
之
胸
中
故
小
事
は
無

貪
着
候
キ
、
兼
て
は
死
後
ニ
成
就
と
心
得
候
処
、
年
来
之
大
願
生
前
ニ
成

就
安
心
之
上
之
安
心
、
吹
聴
可
申
様
も
無
之
、
我
等
い
か
な
る
冥
加
ニ
候

や
、
か
様
成
重
畳
之
御
高
恩
先
祖
・
国
家
え
対
シ
誠
ニ
難
有
次
第
、
大
慶

至
極
ニ
候
、
右
ニ
付
て
も
此
已
後
猶
更
外
々
え
無
失
礼
、
末
々
迄
か
さ
つ

の
働
無
之
様
ニ
可
申
付
候
、
此
旨
何
も
可
存
候
、
以
上

　
　
　

六（

延

享

四

年

）

月
十
二
日

　

冒
頭
で
は
宗
矩
が
末
家
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
思

い
が
け
ず
に
）
上
意
（
幕
命
）
に
よ
り
本
家
を
相
続
し
高
官
・
大
禄
の
身
と
な

り
、
さ
ら
に
婚
姻
ま
で
上
意
（
幕
命
）
を
受
け
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
意
を
述
べ

て
い
る
。
続
く
「
帰
国
之
節
不
及
仮
養
子
、
国
元
ニ
て
不
慮
之
儀
候
ハ
ヽ
思
召

も
可
有
之
旨
…
」
と
は
、
宗
矩
は
す
で
に
享
保
一
五
年
四
月
一
八
日
の
国
許
へ

の
初
御
暇
御
礼（

（（
（

の
際
、
吉
宗
よ
り
「
仮
養
子
之
願
可
被
指
出
候
え
共
、
実
子
出

生
迄
は
仮
養
子
之
願
申
上
ニ
不
及
旨
」
の
御
前
沙
汰
、
な
ら
び
に
「
御
上
ニ
も

御
子
様
方
も
被
成
御
座
候
え
は
、思
召
も
可
有
御
座
」
旨
を
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

宗
矩
は
陸
奥
国
白
河
新
田
藩
主
松
平
知
清
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
、
結
城
秀

康
の
玄
孫
に
あ
た
る
。
宗
矩
は
九
代
吉
邦
の
仮
養
子
と
な
っ
て
い
た
が
吉
邦
死

去
後
幼
年
に
よ
り
相
続
は
保
留
、
享
保
六
年
一
二
月
一
一
日
吉
邦
の
後
を
相
続
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し
た
一
〇
代
宗
昌
の
養
子
と
な
り
、
享
保
一
八
年
勝
姫
（
吉
邦
娘
）
を
正
室
と

し
た
。
享
保
九
年
宗
昌
の
死
去
に
よ
り
一
一
代
藩
主
に
就
任
し
本
家
を
相
続
す

る
が
、
後
嗣
が
誕
生
し
な
い
ま
ま
寛
保
三
年
に
勝
姫
が
亡
く
な
っ
て
以
降
は
、

後
室
・
養
子
を
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（（
（

。

　

勝
姫
死
去
に
よ
り
結
城
秀
康
―
忠
昌
系
の
血
統
は
途
絶
え
た
た
め
、
宗
矩
は

「
我
等
血
筋
は
不
本
意
、
何
と
そ
御
上
御
近
き
御
連
枝
」
よ
り
の
養
子
を
迎
え
、

再
び
昔
日
の
将
軍
家
家
門
と
し
て
の
血
統
に
復
す
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
養
子

は
宗
矩
の
生
前
に
決
定
し
、
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　
　
　
二
　
常
盤
橋
屋
敷
へ
の
引
越

　

重
昌
の
養
子
入
り
が
決
定
し
た
延
享
四
年
六
月
一
二
日
、
重
昌
居
住
予
定
の

御
殿
建
築
場
所
の
吟
味
が
行
わ
れ
た
が
、常
盤
橋
屋
敷（
福

井
藩
上
屋
敷
）
は
大
変
狭
く
土
地
確
保
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
当
初
霊
岸
島
屋
敷
（
同
中
屋
敷
）
へ
の
建
築
を
薮
忠

通
へ
願
い
出
た
。
し
か
し
薮
よ
り
一
橋
宗
尹
嫡
子
の
養
子

入
り
は
宗
矩
の
身
持
・
勤
向
が
よ
く
、
家
法
正
し
く
仕
置

等
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
吉
宗
が
評
価
し
た
か
ら
で
あ

り
、
宗
矩
の
側
近
く
で
養
育
す
る
こ
と
に
よ
り
平
常
の
身

持
・
仕
置
等
を
重
昌
に
見
習
わ
せ
、
立
派
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
召
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
の
で
、
霊
岸
島
屋
敷
で

の
養
育
は
「
思
召
違
（
了
簡
違
）」
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
福
井
藩
は
常
盤
橋
屋
敷
と
隣
の
酒
井
忠
寄
上
屋
敷
の
間
に
十
分

な
御
用
地
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
の
借
り
受
け
（
添
地
）
を
願
い
出

た
。
一
両
日
後
堀
田
正
亮
よ
り
常
盤
橋
屋
敷
お
よ
び
隣
地
の
坪
数
調
査
の
命
が

あ
り
、
調
査
の
上
提
出
。
同
二
五
日
隣
地
の
御
用
地
お
よ
び
酒
井
忠
寄
上
屋
敷

の
内
、
添
地
と
し
て
六
六
二
〇
坪
余（

（（
（

を
拝
領
し
た
（［
図
１
］）。

　

し
か
し
当
時
福
井
藩
は
上
野
東
叡
山
寛
永
寺
火
之
番
役
を
任
命
さ
れ
て
い

た
。以
前
は
寛
永
寺
宿
坊
に
小
屋
掛
け
し
一
番
手
の
番
人
を
配
置
し
て
い
た
が
、

近
年
は
宿
坊
へ
の
配
置
が
無
用
と
な
り
、
各
大
名
は
居
屋
敷
（
上
屋
敷
）・
中

屋
敷
・
下
屋
敷
な
ど
へ
番
人
を
配
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
福
井
藩
で
は
一
番

手
の
番
人
は
常
盤
橋
屋
敷
へ
、
二
番
手
の
番
人
は
霊
岸
島
屋
敷
へ
配
置
し
て
い

た
た
め
、
常
盤
橋
屋
敷
の
隣
地
堺
に
番
人
小
屋
数
十
軒
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

重
昌
御
殿
を
建
築
す
る
た
め
に
は
番
人
小
屋
を
撤
去
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

図 1　重昌御殿建築場所拝領添地
　　　（「国事叢記」延享４年 7月 26日条）
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そ
の
際
一
番
手
の
配
置
場
所
が
問
題
と
な
り
、
薮
へ
難
義
の
旨
を
伝
達
す
る
と

翌
日
二
六
日
寛
永
寺
火
之
番
役
は
御
免（

（（
（

。
番
人
小
屋
撤
去
が
決
ま
り
、
重
昌
御

殿
建
築
場
所
が
無
事
確
保
さ
れ
た
。

　

重
昌
御
殿
建
築
場
所
と
し
て
拝
領
し
た
添
地
六
六
二
〇
坪
余
は
七
月
二
六
日

に
引
き
渡
さ
れ
た（

（（
（

。
重
昌
御
殿
普
請
は
江
戸
町
人
橋
本
助
右
衛
門
の
請
合
・
金

元
と
な
り（

（（
（

、
八
月
一
九
日
釘
始
規
式
が
行
わ
れ
、
二
五
間
計
程
ず
つ
の
長
屋
八

通
（
八
軒
）
の
建
築
が
予
定
さ
れ
た（

（（
（

。
実
際
の
普
請
は
二
ヶ
月
後
の
一
〇
月

二
三
日
よ
り
開
始（

（（
（

、
普
請
完
了
日
は
不
明
な
も
の
の
同
年
一
二
月
二
三
日
に
一

橋
屋
敷
よ
り
常
盤
橋
屋
敷
の
重
昌
御
殿
へ
引
越
が
行
わ
れ
た（

（（
（

。

　
　
　
三
　
松
平
重
昌
の
家
督
相
続

　

寛
延
二
年
一
〇
月
二
一
日
、
一
一
代
宗
矩
は
江
戸
に
て
死
去
し
た
（
享
年

三
五
歳
）。
一
ヶ
月
後
の
一
一
月
二
二
日
、
宗
矩
死
後
の
藩
政
に
関
し
三
通
の

書
付
・
口
上
書
が
堀
田
正
亮
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

一
通
目
の
本
紙
書
付
で
は
冒
頭
で
①
享
保
六
年
九
代
藩
主
吉
邦
死
去
時
の
事

例（
（（
（

、
②
一
一
代
宗
矩
が
後
嗣
な
く
病
死
し
た
場
合
の
対
応
（
重
昌
養
子
入
り
決

定
以
前
に
吉
宗
の
内
意
を
伝
達
さ
れ
た
事
）
も
あ
り
、
幼
年
藩
主
が
相
続
し
た

場
合
に
幼
年
期
は
越
前
松
平
家
一
門
と
も
相
談
し
藩
政
を
執
行
し
て
い
く
が
、

家
老
先
導
で
は
領
分
仕
置
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
一
橋
宗
尹
に
重
昌
養
育
・
領

分
仕
置
の
後
見
を
願
い
出
て
い
る
。

　

二
通
目
の
別
紙
書
付
で
は
、
一
橋
宗
尹
の
後
見
を
願
う
本
紙
書
付
の
末
尾
に

あ
る
「
於
義
丸
幼
年
之
儀
を
無
覚
束
存
候
て
申
上
候
（
ル
）
儀
ニ
て
は
毛
頭
無

御
座
」
と
の
記
載
に
つ
い
て
の
弁
明
で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
大
御
所
吉
宗
が
越

前
松
平
家
の
筋
目
を
考
慮
し
、
一
橋
宗
尹
嫡
子
（
重
昌
）
の
養
子
入
り
を
決
定

し
た
の
で
、
重
昌
に
不
慮
の
こ
と
が
あ
れ
ば
再
度
思
召
が
あ
る
か
と
思
い
安
心

し
て
の
こ
と
、
あ
く
ま
で
（
宗
尹
の
後
見
は
）
宗
矩
の
仕
置
筋
が
保
た
れ
る
よ

う
に
と
の
家
中
の
願
い
で
あ
り
、
幼
年
藩
主
で
は
頼
り
な
い
（
不
安
で
あ
る
）

か
ら
願
い
出
た
の
で
は
な
い
と
す
る
。
し
か
し
越
前
松
平
家
は
大
法
（
貞
享
の

半
知
）
を
経
験
し
て
お
り
、
幼
年
藩
主
不
慮
時
の
家
の
行
く
末
に
家
中
が
不
安

を
抱
い
て
い
る
こ
と
も
事
実
と
す
る
。

　

三
通
目
の
口
上
書
で
は
、
①
本
紙
書
付
の
表
書
に
「
一
橋
様
御
後
見
之
儀
」

と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
極
意
は
以
前
よ
り
宗
矩
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た

大
望
・
大
願
で
あ
り
、
特
に
重
要
事
項
で
あ
っ
た
た
め
書
面
に
記
載
し
な
か
っ

た
と
す
る
。
②
ま
た
書
付
は
既
に
一
橋
徳
川
家
家
老
と
も
内
談
済
で
あ
り
、
聞

き
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
藩
政
に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
す
る
。

　

翌
二
三
日
堀
田
よ
り
一
橋
宗
尹
後
見
願
い
に
つ
い
て
は
、
重
要
事
項
に
つ
き

問
い
合
わ
せ
の
た
め
、
翌
二
四
日
五
半
時
出
頭
の
旨
が
到
来
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
家
老
・
用
人
ら
は
再
度
「
兵
部
太
輔
自
筆
ニ
相
認
候
書
付
之
趣
」
を
認
め
、

翌
日
堀
田
の
も
と
に
赴
き
提
出
し
た
。
堀
田
は
書
付
を
熟
覧
、
更
に
二
二
日
提

出
書
付
と
も
承
合
の
上
で
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　

そ
れ
は
今
回
提
出
の
書
付
に
あ
る
「
万
々
一
上
之
思
召
を
以
一
橋
様
直
ニ
被

為
入
候
様
之
御
沙
汰
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
…
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
先
書
付
に
本

箇
所
は
見
ら
れ
ず
、
堀
田
は
こ
の
願
い
が
「
御
願
望
第
一
」・「
奥
意
」
で
は
な

い
か
と
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
た
び
の
書
付
（
願
い
）
は
受
け
取
れ
な
い
と

伝
達
し
た
。
対
し
て
福
井
藩
側
は
本
日
提
出
の
書
付
は
あ
く
ま
で
（
参
考
程
度
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に
）
御
覧
に
入
れ
た
ま
で
で
あ
り
、
家
中
の
願
い
は
二
二
日
提
出
書
付
が
本
意

で
あ
る
旨
を
伝
え
、
本
日
提
出
書
付
を
除
き
、
書
付
は
受
領
さ
れ
た
。

　

同
年
一
二
月
七
日
、
無
事
に
重
昌
が
宗
矩
の
家
督
を
相
続
し
、
藩
主
に
就
任

し
た
。
ま
た
願
い
出
て
い
た
一
橋
宗
尹
の
後
見
も
了
承
さ
れ
、
重
昌
は
九
年
間

の
藩
政
を
開
始
し
た
（
宝
暦
八
年
に
夭
死（

（（
（

）。

　
　
　
四
　
登
場
人
物

○ 

幕
府

・
小
笠
原
石
見
守
…
…
…
小
笠
原
政
登
（
御
側
御
用
取
次
）『
寛
』
一
九
―
六
〇
～
六
一

・
加
能
遠
江
守
…
…
…
…
加
納
久
通
（
西
丸
若
年
寄
）『
寛
』
二
二
―
一
三
八

・
藪
主
計
頭
…
…
…
…
…
藪
忠
通
（
本
丸
側
衆
）『
寛
』
二
二
―
一
四
六
～
一
四
七

・
酒
井
雅
楽
頭
…
…
…
…
酒
井
忠
恭
（
本
丸
老
中
）『
寛
』
二
―
一
一
～
一
二

・
松
平
左
近
将
監
…
…
…
松
平
乗
邑
（
老
中
）『
寛
』
一
―
五
九
～
六
一

・
水
野
和
泉
守
…
…
…
…
水
野
忠
之
（
本
丸
老
中
）『
寛
』
六
―
七
二
～
七
三

・
酒
井
讃
岐
守
…
…
…
…
酒
井
忠
音
（
本
丸
老
中
）『
寛
』
二
―
二
五
～
二
六

・
堀
田
相
模
守
…
…
…
…
堀
田
正
亮
（
老
中
）『
寛
』
一
一
―
四

・
酒
井
左
衛
門
尉
…
…
…
酒
井
忠
寄
（
譜
代
席
、
老
中
）『
寛
』
二
―
五
一

・
大
岡
出
雲
守
…
…
…
…
大
岡
忠
光
（
御
側
御
用
取
次
）『
寛
』
一
六
―
三
一
九

・
高
井
兵
部
少
輔
…
…
…
高
井
信
房
（
御
側
御
用
取
次
）『
寛
』
一
八
―
二
三
一
～
二
三
二

・
本
多
伯
耆
守
…
…
…
…
本
多
正
珍
（
老
中
）『
寛
』
一
一
―
三
〇
〇

・
吉
川
源
太
夫
…
…
…
…
加
納
久
通
家
老

・
飯
田
肉
八
…
…
…
…
…
藪
忠
通
家
老

・
荒
木
瀬
兵
衛
…
…
…
…
酒
井
忠
恭
用
人

・
春
日
井
庄
兵
衛
…
…
…
堀
田
正
亮
用
人

・
岩
滝
五
兵
衛
…
…
…
…
堀
田
正
亮
用
人

・
蔵
次
甚
大
夫
…
…
…
…
堀
田
正
亮
用
人

・
喬
松
院
…
…
…
…
…
…
大
岡
忠
光
母
［
天
野
重
忠
養
女
］『
寛
』
一
六
―
三
一
九

○ 

一
橋
徳
川
家

・
刑
部
卿
…
…
…
…
…
…
一
橋
宗
尹
（
徳
川
吉
宗
四
男
、
一
橋
徳
川
家
初
代
当
主
）

・
高
林
弥
兵
衛
…
…
…
…
高
林
明
慶
（
一
橋
徳
川
家
用
人
）『
寛
』
二
―
一
九
三

・
石
川
孫
太
郎
…
…
…
…
石
川
攻
（
一
橋
徳
川
家
用
人
）『
寛
』
一
九
―
四

○ 

福
井
藩
（
越
前
松
平
家
）

・
伊
予
守
忠
昌
…
…
…
…
松
平
忠
昌
（
四
代
）

・
兵
部
大
輔
・
徳
正
院
・
千
次
郎
…
松
平
宗
矩
（
一
一
代
）

・
兵
部
大
輔
吉
品
…
…
…
松
平
吉
品
（
六
代
・
八
代
〈
再
封
〉）

・
伊
予
守
吉
邦
…
…
…
…
松
平
吉
邦
（
九
代
）

・
小
五
郎
・
於
義
丸
…
…
松
平
重
昌
（
一
二
代
）

・
同
氏（

名

但左
兵
衛
督
ヵ
）

馬
守
…
松
平
直
純
（
播
磨
国
明
石
藩
三
代
［
明
石
松
平
家
四
代
］）。

・
同
名
但
馬
守
…
…
…
…
松
平
直
常
（
播
磨
国
明
石
藩
二
代
［
明
石
松
平
家
三
代
］）、
享

保
一
五
年
四
月
一
六
日
条

・
同
性
大
和
守
…
…
…
…
松
平
基
知
（
陸
奥
国
白
河
藩
二
代
［
前
橋
松
平
家
三
代
］）

・（
同
性
）
中
務
大
輔
…
松
平
宗
昌
（
越
前
国
松
岡
藩
二
代
、
の
ち
福
井
藩
一
〇
代
）

・
浅
井
源
左
衛
門
…
…
…
留
守
居
、
二
五
〇
石
『
履
』
一
―
六
〇

・
大
道
寺
孫
九
郎
…
…
…
用
人
、
五
〇
〇
石
（
寛
延
二
）『
履
』
四
―
一
〇

・
天
方
数
馬
…
…
…
…
…
用
人
、
五
〇
〇
石
『
履
』
一
―
三
一

・
近
藤
十
兵
衛
…
…
右
筆
・
家
老
中
御
用
加
役
、
一
五
〇
石
（
延
享
元
）『
履
』
三
―
二
四

・
明
石
縫
殿
…
…
…
…
…
用
人
、
七
〇
〇
石
『
履
』
一
―
一
七

・
大
谷
一
（
市
）
右
衛
門
…
…
留
守
居
、
二
〇
〇
石
・
役
料
一
〇
〇
石
『
履
』
二
―
一
三

・
津
田
九
右
衛
門
…
…
…
留
守
居
、
二
〇
〇
石
・
役
料
一
〇
〇
石
『
履
』
四
―
一
一
五

・
加
藤
長
右
衛
門
…
聞
番
（
留
守
居
）、
一
五
〇
石
・
役
料
一
〇
〇
石
『
履
』
二
―
一
六
五



47

田
中　

大
道
寺
繁
郷
『
越
城
亀
鑑
』

・
岡
部
造
酒
助
…
…
…
…
家
老
（
寛
延
二
）、
一
五
〇
〇
石
『
履
』
二
―
二

・
芦
田
図
書
…
…
…
…
…
家
老
（
寛
延
元
）、
三
五
二
五
石
『
履
』
一
―
二

○
出
典 
『
寛
』
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
九
六
四
～
一
九
六
七
年
（
続
群
書
類
従
完
成

会
）、『
履
』
は
『
福
井
藩
士
履
歴
［
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
九
～
一
三
］』
二
〇
一
三
～

二
〇
一
七
年
（
福
井
県
文
書
館
）。
い
ず
れ
も
『
書
名
』
巻
数
―
頁
数
で
表
記
し
た
。

註（
１
）
福
井
市
編
『
福
井
市
史
』
通
史
編
二　

近
世
、
二
〇
〇
八
年
。
な
お
一
六
代
斉
善
は

一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
二
四
男
、
一
八
代
茂
昭
は
越
前
松
平
家
分
家
の
糸
魚
川
松
平

家
よ
り
養
子
入
り
し
て
い
る
。

（
２
）
松
平
文
庫
「
越
前
松
平
家
系
図
」（
福
井
市
編
『
福
井
市
史
』
資
料
編
四　

近
世
二
、

一
九
八
八
年
、
二
七
～
三
〇
頁
）

（
３
）
本
事
例
を
松
平
秀
治
氏
は
徳
川
御
三
卿
家
よ
り
大
名
家
へ
養
子
入
り
後
に
家
格
が
上

昇
し
た
初
例
（「
大
名
家
格
制
に
つ
い
て
の
問
題
点
」〈『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』

昭
和
四
八
年
度
、
一
九
七
四
年
〉）
と
し
、
松
尾
美
恵
子
氏
・
舟
澤
茂
樹
氏
は
養
子
入
り

を
要
因
と
し
て
殿
席
［
大
広
間
か
ら
大
廊
下
へ
］
が
変
化
し
た
と
し
た
（
松
尾
「
大
名

の
殿
席
と
家
格
」〈『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
昭
和
五
五
年
度
、
一
九
八
一
年
〉

お
よ
び
舟
澤
「
福
井
藩
の
変
遷
と
福
井
松
平
家
」〈『
日
本
海
地
域
史
研
究
』
第
一
四
輯
、

一
九
九
八
年
〉）。
な
お
舟
澤
氏
は
註
１
・
五
三
九
頁
で
『
越
城
亀
鑑
』
の
記
述
を
も
と
に
、

吉
宗
が
御
三
卿
家
よ
り
の
養
子
を
許
可
し
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
永

井
博
氏
に
よ
る
、
重
昌
養
子
入
り
に
至
る
経
緯
・
背
景
・
意
義
に
つ
い
て
、
官
位
や
家
格
・

格
式
と
も
絡
め
て
分
析
し
た
成
果
（「
福
井
藩
主
松
平
宗
矩
の
家
格
昇
進
運
動
―
一
橋
小

五
郎
の
養
子
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』
三
二
号
、二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。

し
か
し
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
越
城
亀
鑑
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
舟
澤
氏
が
上
記

で
用
い
る
の
み
で
、
詳
細
な
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
４
）
福
井
県
立
図
書
館
保
管
松
平
文
庫
二
一
〇
号

（
５
）『
福
井
藩
士
履
歴
四
た
～
ね
（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
一
二
）』
二
〇
一
六
年
、

一
〇
頁
。
堀
井
雅
弘
「
研
究
ノ
ー
ト 

福
井
藩
士
大
道
寺
友
山
」（『
福
井
県
文
書
館
研
究

紀
要
』
一
一
、二
〇
一
四
年
）

（
６
）「
国
事
叢
記
」
八　

延
享
四
年
五
月
廿
八
日
条
（
福
井
県
立
図
書
館
・
福
井
県
郷
土

誌
懇
談
会
共
編
『
国
事
叢
記
上
（
福
井
県
郷
土
叢
書
第
七
集
）』
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、

一
九
五
一
年
、
八
六
三
頁
）。
以
下
「
国
事
叢
記
」
を
「
国
」
と
略
称
。

（
７
）「
国
」
八　

延
享
四
年
六
月
五
日
条
（『
同
』
八
六
三
頁
）

（
８
）「
国
」
八　

延
享
四
年
六
月
六
日
条
（『
同
』
八
六
三
頁
）

（
９
）「
国
」
八　

延
享
四
年
六
月
一
六
日
条
（『
同
』
八
六
六
頁
）

（
10
）
越
葵
文
庫
「
松
平
宗
矩
書
付
」（
註
２
、七
九
～
八
〇
頁
）。
ま
た
松
平
文
庫
二
〇
九

―
八
号
「
御
養
君
被
仰
出
候
ニ
付
御
家
中
江
被
仰
渡
御
自
筆
書
付
（
宗
矩
公
御
代
御
秘

蔵
御
書
類
の
う
ち
）」
お
よ
び
「
国
」
八　

延
享
四
年
六
月
一
二
日
条
（
註
６
、八
六
四

～
八
六
五
頁
）
に
も
同
文
の
文
書
が
確
認
で
き
る
。
な
お
松
平
文
庫
の
も
の
に
は
包
紙

に
「
延
享
四
丁
卯
年
六
月
十
二
日
御
養
君
被
仰
出
旨
ニ
付
御
家
中
ヘ
被
仰
出
」
と
あ
る
。

（
11
）「
国
」
六
に
よ
れ
ば
、
享
保
一
五
年
三
月
一
八
日
の
こ
と
と
す
る
（
註
６
、五
八
八
頁
）

（
12
）
松
平
文
庫
「
越
前
松
平
家
系
図
」（
註
２
、二
七
～
二
八
頁
）

（
13
）
養
子
決
定
翌
日
の
六
月
一
三
日
も
し
く
は
同
一
四
日
に
薮
忠
通
よ
り
、
堀
田
正
亮
が

尋
ね
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
大
道
寺
が
屋
敷
に
赴
き
用
人
春
日
井
庄
兵
衛
に
面
会
す
る

よ
う
書
状
が
到
来
し
た
。
書
状
の
内
容
を
明
石
縫
殿
へ
伝
え
宗
矩
拝
見
後
、
宗
矩
は
留

守
居
三
人
に
書
状
を
見
せ
、
考
え
を
聞
い
た
。
留
守
居
の
一
人
大
谷
弥
一
右
衛
門
は
「
御

老
中
前
之
儀
は
前
々
ゟ
御
留
守
居
共
御
用
相
勤
来
候
、
然
ル
処
御
用
人
ニ
て
相
済
儀
ニ

御
座
候
ハ
ヽ
、私
共
儀
御
役
御
免
被
下
候
様
ニ
と
」
返
答
し
、「
不
同
心
」
の
旨
を
伝
え
た
。

大
道
寺
は
こ
れ
ま
で
老
中
酒
井
忠
恭
の
屋
敷
を
訪
れ
宗
矩
実
子
の
有
無
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
を
受
け
る
な
ど
、
老
中
に
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
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若
越
郷
土
研
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六
十
二
巻
二
号

　
　

書
状
到
来
の
翌
日
大
道
寺
は
薮
の
も
と
を
訪
れ
、
家
老
飯
田
肉
八
へ
「
御
老
中
前
之

儀
は
当
家
ニ
て
只
今
迄
留
守
居
計
罷
出
勤
来
候
儀
ニ
候
処
、
拙
者
此
度
相
模
守
様
え
被

召
呼
罷
出
候
て
は
、
家
法
ニ
相
背
候
様
ニ
相
成
如
何
ニ
存
候
、
留
守
居
共
勤
内
之
儀
を

私
取
候
様
ニ
留
守
居
共
万
々
一
存
候
て
は
主
人
之
為
ニ
も
不
宜
、
其
上
此
節
御
用
中
留

守
居
共
と
私
不
和
ニ
相
成
候
て
は
、
用
向
之
差
支
ニ
も
相
成
可
申
や
」
の
旨
を
伝
達
し

た
が
、
薮
は
不
快
感
を
示
し
今
回
の
件
は
「
心
得
違
」
と
の
返
答
、
な
ら
び
に
老
中
前

御
用
に
つ
い
て
五
つ
の
作
法
を
大
道
寺
へ
伝
え
た
。

　
　

そ
の
作
法
と
は
①
甚
だ
重
き
御
用
筋
は
主
人
（
大
名
）
へ
老
中
が
直
接
伝
達
、
②
①

ほ
ど
重
要
で
は
な
い
こ
と
は
用
頼
の
者
頭
衆
を
も
っ
て
伝
達
、
③
領
分
仕
置
な
ど
に
つ

い
て
は
家
老
を
呼
ん
で
伝
達
、
④
献
上
物
な
ど
に
つ
い
て
は
留
主
居
を
呼
び
用
人
と
も

対
談
、
⑤
特
に
重
要
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
用
人
を
呼
ん
で
内
々
に
伝
達
、
の
五

つ
と
す
る
。
こ
の
作
法
に
従
え
ば
本
件
は
⑤
に
該
当
す
る
。

　
　

大
道
寺
は
こ
れ
ま
で
こ
の
作
法
を
承
知
し
て
お
ら
ず
謝
罪
し
た
う
え
で
、
薮
へ
今
後

内
用
に
よ
る
呼
び
出
し
の
場
合
は
、
堀
田
正
亮
用
人
よ
り
福
井
藩
留
主
居
へ
切
紙
に
て

用
掛
の
用
人
の
う
ち
一
人
赴
く
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
願
い
、
了

承
さ
れ
た
。

　
　

こ
の
一
件
を
受
け
堀
田
は
「
き
つ
い
賞
味
、
当
時
其
元
と
拙
者
申
談
手
前
え
参
れ
と

申
を
家
法
ニ
障
る
ニ
付
て
い
や
し
や
と
言
士
ハ
当
時
天
下
ニ
御
座
る
ま
ひ
、
世
上
の
家

老
・
用
人
共
ハ
色
々
手
寄
を
以
、
何
卒
取
入
望
以
と
言
、
最
中
い
や
と
い
ふ
ハ
頼
母
敷

士
て
御
座
る
、兼
て
大
道
寺
ハ
聞
及
ひ
ま
し
た
、兵
部（

太
輔
脱
）殿

ハ
よ
ひ
家
来
を
お
も
ち
や
つ
た
」

と
大
道
寺
を
評
し
た
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
逸
話
の
真
実
は
不
明
で
あ
る
。

（
14
）「
国
」
八　

延
享
四
年
六
月
二
五
日
条
で
は
坪
数
を
六
六
二
四
坪
と
す
る
が
、
同
七

月
二
六
日
条
拝
領
添
地
請
取
の
記
事
掲
載
の
図
（［
図
１
］）
で
は
六
六
二
八
坪
と
あ
り

齟
齬
が
み
ら
れ
る
（
註
６
、八
六
六
～
八
六
八
頁
）。

（
15
）「
国
」
八　

延
享
四
年
六
月
二
六
日
条
（
註
６
、八
六
七
頁
）

（
16
）「
国
」
八　

延
享
四
年
七
月
二
六
日
条
（
註
６
、八
六
七
～
八
六
八
頁
）

（
17
）「
国
」
八　

延
享
四
年
八
月
五
日
条
（
註
６
、八
七
三
頁
）

（
18
）「
国
」
八　

延
享
四
年
八
月
一
九
日
条
（
註
６
、八
七
五
頁
）

（
19
）「
国
」
八　

延
享
四
年
一
〇
月
二
三
日
条
（
註
６
、八
八
二
頁
）

（
20
）「
国
」
八　

延
享
四
年
一
二
月
二
三
日
条
（
註
６
、八
八
五
～
八
八
七
頁
）

（
21
）「
国
」
六　

享
保
六
年
一
二
月
一
一
日
条
に
詳
し
い
（
註
６
、五
一
八
～
五
一
九
頁
）

　
　

一
、十
二
月
十
一
日
三
将
御
登
城
、
御
老
中
列
座
以
御
書
付
被
仰
渡

　
　

�

松
平
伊
予
守
死
去
之
段
、
達
御
聴
候
、
病
気
養
生
間
も
無
之
、
其
上
壮
年
之
事
候
、

別
て
御
残
念
ニ
被
思
召
候
、
伊
予
守
男
子
無
之
ニ
付
、
兼
て
同
姓
千
次
郎
を
仮
養

子
ニ
願
置
候
え
共
、
近
年
越
後
守
死
去
、
浅
五
郎
儀
も
未
若
年
之
事
ニ
候
え
は
、

今
度
伊
予
守
跡
式
幼
少
之
者
ニ
相
続
被
仰
付
候
儀
、
一
家
之
者
共
ハ
不
申
及
、
上

之
御
為
ニ
も
不
可
然
被
思
召
候
、
中
務
大
輔
事
は
、
先
伊
予
守
正
統
之
孫
之
儀
ニ

候
故
、
伊
予
守
跡
式
越
前
福
井
城
二
拾
五
万
石
、
並
当
時
之
所
領
五
万
石
、
都
合

三
十
一

（
マ
ヽ
）万

石
被
下
置
候
、
千
次
郎
儀
は
則
中
務
大
輔
養
子
被
仰
付
候
間
、
成
長
之

上
、
伊
予
守
娘
と
為
致
婚
姻
候
様
ニ
と
思
召
候
事

　
　
　
　

十
二
月
十
一
日

　
　

�

井
上
正
岑
曰
、
伊
予
守
殿
死
去
之
間
も
無
之
内
、
被
為
召
相
続
被
仰
付
儀
、
三
家

は
各
別
、
外
ニ
例
無
之
、
誠
ニ
中
納
言
殿
よ
り
御
正
統
故
、
公
方
ニ
も
御
穢
御
同

事
ニ
被
思
召
故
也
と
、
於
御
城
物
語
旨

（
22
）
松
平
文
庫
「
越
前
松
平
家
系
図
」（
註
２
、二
九
頁
）
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田
中　

大
道
寺
繁
郷
『
越
城
亀
鑑
』

「
越
城
亀
鑑
」
翻
刻

　
　
　
凡
　
例

一　

�

本
書
は
、
福
井
県
立
図
書
館
保
管
松
平
文
庫
二
一
〇
号
「
越
城
亀
鑑
」
を
底
本

と
し
た
。
な
お
本
書
は
「
福
井
県
文
書
館
・
図
書
館
・
ふ
る
さ
と
文
学
館
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」（http://w

w
w
.archives.pref.fukui.jp/archive/detail.

do?id=1045999&
sm

ode=1

）
に
お
い
て
、
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
［
二
〇
一
七
年

一
一
月
三
〇
日
現
在
］。

一　

�

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
延
享
二
年
～
寛
延
二
年
（
一
七
四
五
～
一
七
四
九
）
ま

で
を
対
象
と
し
、
そ
れ
以
降
の
寛
延
三
年
～
宝
暦
八
年
（
一
七
五
〇
～
一
七
五
八
）

に
つ
い
て
は
次
号
の
掲
載
と
し
た
。

一　

�

漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
変
体
仮
名
・
合
字
は
之
（
の
）・
ゟ
（
よ
り
）・
而
已
（
の

み
）
を
除
き
平
仮
名
に
改
め
た
。

一　

校
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
文
中
に
読
点
・
並
列
点
を
加
え
た
。

一　

�

改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。
ま
た
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
闕
字
・
平

出
は
省
略
し
た
。

　
　
　
本
　
文

（
表
紙
・
題
簽
）「
越
城
亀
鑑
」

　
　

�

刑（
一
橋
宗
尹
）

部
卿
様
御（

松
平
重
昌
）

嫡
子
様
御
当
家
え
御
養
君
ニ
被
為
入
候
濫
觴

一�

延
享
二
乙
丑
年
御
参
府
後
小
笠
原
石（

政

登

）

見
守
殿
え
御
側
衆　

御
用
御
頼
浅
井
源
左
衛
門
御
留
守
居

を
以
、
御
内
々
御
頼
被
仰
遣
候
御
口
上
書
之
趣

　
　
　

�

兵（
松
平
宗
矩
）

部
太
輔
儀
当
年
抔
官
位
昇
進
之
御
沙
汰
自
然
有
御
座
間
敷
や
、
故

伊（

松

平

忠

昌

）

予
守
忠
昌
儀
侍
従
ゟ
直
ニ
宰
相
ニ
昇
進
仕
候
、
其
後
何
も
少
将
之
内

壮
年
ニ
て
死
去
仕
候
故
、
兵（

松

平

吉

品

）

部
太
輔
吉
品
儀
は
老
年
迄
相
勤
候
え
共
、

再
勤
ニ
て
御
座
候
故
か
中
将
怠

（
留
ヵ
）り

申
候
、
然
処
去
々
年
日
光
御
修
復
御

手
伝
蒙
仰
無
滞
相
勤
候
え
は
、
何
卒
ヶ
様
之
御
時
節
を
以
昇
進
之
御
沙

汰
も
御
座
あ
れ

（
る
ヵ
）か

と
乍
恐
家
中
一
統
願
奉
存
候
、
兵
部
太
輔
儀
は
昇
進

之
儀
抔
曽
て
存
寄
無
御
座
候
、
兼
々
申
候
も
末
家
之
次
男
ニ
御
座
候

処
、
冥
加
ニ
相
叶
本
家
相
続
仕
大
録（

禄
）・

高
官
ニ
罷
在
、
段
々
御
厚
恩
之

御
事
共
之
儀
ニ
候
え
は
、
自
分
何
之
願
望
毛
頭
無
御
座
候
、
併
い
ま
た

男
子
無
御
座
候
、
此
段
は
昼
夜
辛
労
ニ
被
存
候
、
始
て
国
許
え
御
暇
被

仰
出
候
砌
、
於
殿
中
御
老
中
様
御
列
席
ニ
て
、
同（

松

平

直

純

）

氏
但
馬
守
被
召
加
、

兵
部
太
輔
え
御
前
御
沙
汰
之
趣
被
仰
渡
候
ニ
付
、
今
以
隔
年
御
暇
之
節

仮
養
子
之
願
不
申
上
、
御
用
番
様
え
右
之
趣
度
々
申
上
置
候
え
は
、
安

堵
至
極
難
有
奉
存
候
、
其
上
壮
年
ニ
も
罷
在
候
え
は
、
旁
以
不
急
儀
ニ

も
御
座
候
え
共
、
少
も
早
く
男
子
有
之
候
ハ
ヽ
国
仕
置
等
も
為
見
習
、

末
々
御
用
ニ
も
相
立
候
様
ニ
仕
度
、
是
而
已
心
願
ニ
奉
存
候
、
就
夫
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
二
巻
二
号

兵（

勝

姫

）

部
太
輔
亡
妻
儀
は
伊（

松

平

吉

邦

）

予
守
吉
邦
娘
ニ
て
御
座
候
、
是
又
上
意
を
以
婚

姻
相
整
候
処
、
出
生
之
子
共（

供
）も

無
之
、
去
々
年
死
去
仕
候
、
兵
部
太
輔

始
家
中
一
統
残
念
ニ
存
候
訳
は
、
右
亡
妻
迄
ニ
て
故（

松
平
忠
昌
）

伊
予
守
正
統
之
血

脈
断
絶
仕
候
、
依
之
乍
恐
御
上
御
繁
栄
之
御
事
ニ
御
座
候
え
は
、
御
由

緒
近
キ
御
方
様
若
当
家
え
被
為
入
候
ハ
ヽ
、
誠
ニ
先
祖
・
子
孫
え
対
シ

本
望
至
極
ニ
奉
存
候
、
扨
又
如
何
敷
申
上
様
ニ
は
御
座
候
え
共
、
当
時

御
三
家
様
方
御
連
枝
も
多
く
御
座
候
間
、
若
シ
御
誘
ひ
ニ
て
御
三
家
様

方
ゟ
直
養
子
と
御
座
候
て
は
、一
門
共
之
存
も
如
何
可
有
御
座
候
、万
々

一
御
公
儀
之
御
養
君
抔
ニ
被
為
成
御
城
ゟ
被
為
入
候
ハ
ヽ
、
格
別
之
御

儀
ニ
奉
存
候
、併
右
申
上
候
御
上
御
由
緒
近
キ
御
方
様
被
為
入
候
ハ
ヽ
、

誠
以
神（

徳
川
家
康
）

君
様
之
御
血
脈
御
親
く
相
成
、
先
祖
中（

結
城
秀
康
）

納
言
殿
え
立
帰
候
様
ニ

奉
存
候
、
兵
部
太
輔
は
勿
論
家
中
・
万
民
迄
も
千
々
万
々
冥
加
至
極
難

有
奉
存
候
、
若
又
御
入
輿
之
御
沙
汰
御
座
候
共
、
幾
重
ニ
も
御
用
捨
被

遊
被
下
度
御
事
奉
存
候

　

�

右
之
趣
浅
井
源
左
衛
門
口
上
ニ
申
達
、
猶
又
右
覚
之
由
ニ
て
石
見
守
殿
用

人
共
を
以
差
出
候
由
也
、
右
御
内
願
之
趣
去
年
御
参
府
後
石
見
守
殿
え
被

仰
入
候
処
、
御
請
取
置
候
由
御
挨
拶
は
在
之
候
え
共
、
其
後
一
向
ニ
有
無

之
御
挨
拶
も
無
之
ニ
付
、
翌
延
享
三
寅
年
御
帰
国
前
徳（

松
平
宗
矩
）

正
院
様
御
前
え

大（

福

井

藩

用

人

）

道
寺
孫
九
郎
を
被
為
召
、
右
之
次
第
一
々
被
仰
聞
、
早
二
ヶ
年
ニ
及
ひ
石

見
守
殿
ゟ
是
非
御
挨
拶
可
有
之
儀
ニ
候
処
、
打
捨
お
か
れ
候
や
御
不
審
ニ
思

召
候
、
加
納
遠（

久

通

）

江
守
殿
ニ
は
承
知
も
有
之
候
や
、
其
方
罷
越
候
て
遠
江
守
殿

え
相
伺
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
ニ
付
、
孫
九
郎
儀
加
納
殿
え
罷
越
、
家
老
吉
川

源
大
夫
を
以
右
之
趣
申
達
候
処
、
あ
な
た
へ
罷
通
候
様
ニ
と
源
大
夫
申
候
ニ

付
、
例
席
え
罷
通
り
候
処
、
加
納
殿
御
逢
被
成
、
源
大
夫
え
被
申
達
趣
致
承

知
候
、
日
々
石

（
小
笠
原
政
登
）

州
え
は
出
合
候
え
共
、
右
御
内
願
之
儀
終
ニ
不
承
候
と
御
申

候
ニ
付
罷
帰
、
其
趣
達
御
聴
候
処
、
夫
ニ
て
は
石
州
ゟ
有
無
之
挨
拶
無
之
筈

ニ
候
、
又
々
明
日
ニ
も
加
納
殿
え
参
り
、
此
書
付
之
趣
ニ
候
、
宜
御
工
夫
給

り
候
様
ニ
と
相
頼
可
申
由
ニ
て
、
右
御
書
付
之
御
控
御
渡
被
遊
候
ニ
付
、
翌

朝
加
納
殿
え
罷
出
源
大
夫
を
以
申
入
候
処
、加
納
殿
早
速
御
逢
被
仰
聞
候
は
、

先
達
て
石
州
え
被
仰
込
候
儀
を
我
等
取
扱
候
て
は
不
宜
候
間
、
先
達
て
石
州

え
被
遣
候
御
書
付
御
取
戻
シ
之
上
我
等
取
扱
可
見
申
旨
御
申
ニ
付
、
其
趣
罷

帰
申
上
候
処
御
承
知
被
遊
、
早
速
源
左
衛
門
被
召
出
、
右
之
次
第
被
仰
聞
候

処
、
源
左
衛
門
奉
承
知
候
え
共
、
余
程
手
間
取
程
過
候
て
右
御
書
付
石
見
守

殿
ゟ
御
返
し
ニ
付
、
猶
又
孫
九
郎
被
召
出
、
内
々
之
書
付
石
州
ゟ
漸
々
御
取

戻
し
被
成
候
間
、
加
納
殿
え
致
持
参
宜
申
達
旨
御
意
ニ
付
登
城
前
相
考
、
加

納
殿
え
持
参
懸
御
目
候
処
、
御
一
覧
候
て
此
御
書
付
之
内
御
三
家
之
御
連
枝

之
内
に
て
も
と
在
之
段
は
不
宜
候
、
ヶ
様
之
軽
キ
思
召
ニ
て
は
御
大
願
参
届

申
間
敷
候
、
此
儀
は
我
等
方
ニ
て
宜
様
ニ
差
略
可
申
候
、
先
々
御
書
付
留
置

申
候
、
尤
不
軽
御
内
願
ニ
候
え
は
、
い
つ
れ
ニ
も
急
ニ
御
沙
汰
ニ
難
被
及
儀

ニ
存
候
、
御
心
願
之
趣
は
随
分
致
承
知
候
と
の
御
挨
拶
ニ
付
罷
帰
、
其
段
申

上
候
え
は
御
満
足
被
遊
、
左
候
ハ
ヽ
亦
復
遠

（
加
納
久
通
）州

え
其
方
参
り
無
相
違
御
請
取

大
慶
申
段
、
御
礼
之
趣
一
通
り
申
達
候
様
ニ
と
被
仰
聞
候

一
翌
延
享
四
夘
年
正
月
加
納
殿
え
罷
出
候
処
、吉
川
源
大
夫
を
以
被
仰
聞
候
は
、

御
自
分
儀
藪
主（

忠

通

）

計
頭
殿
え
懸
御
目
置
可
然
候
、
子
細
は
遠
江
守
殿
御
事
、
当

時
若
年
寄
御
本
役
ニ
て
尤
御
用
御
取
次
を
も
兼
相
勤
候
様
ニ
は
被
仰
付
候
え

共
、
重
も
立
候
て
御
用
御
取
次
之
方
は
難
相
勤
候
、
尤
其
御
家
之
儀
は
此
以
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田
中　

大
道
寺
繁
郷
『
越
城
亀
鑑
』

後
と
て
も
御
如
在
ニ
は
不
存
候
え
共
、
御
取
次
本
役
之
通
ニ
は
難
成
候
、
左

候
て
は
何
そ
御
用
差
支
ニ
も
成
候
て
は
如
何
ニ
候
間
、
当
時
藪
主
計（

頭
脱
）殿

ニ
は

御
側
第
一
之
仁
に
て
候
間
、
御
用
相
弁
候
た
め
掛
御
目
置
候
様
ニ
と
御
指
図

ニ
付
、
其
段
御
国
其
節
御
用
人　

当
時
御
中
老
也
え
相
伺
候
処
達
御
耳
、
兼
々
藪
主
計
頭
殿
懸

御
目
置
候
様
ニ
と
御
留
守
居
共
え
三
・
四
年
以
来
被
仰
付
置
候
え
共
、
惣
て

留
守
居
え
逢
被
申
儀
嫌
ひ
被
申
故
か
、
今
以
不
埒
明
候
、
加
納
殿
御
申
聞
之

事
ニ
候
え
は
一
段
之
事
候
、
早
々
懸
御
目
候
様
ニ
と
御
国
ゟ
被
仰
越
候
故
、

其
趣
加
納
殿
え
申
達
候
処
御
承
知
有
之
、
吉
川
源
大
夫
を
御
呼
出
し
藪
殿
家

老
飯
田
肉
八
方
え
其
段
申
遣
候
様
ニ
と
御
申
付
被
成
、
即
日
源
大
夫
方
ゟ
手

紙
に
て
今
朝
之
趣
肉
八
方
え
申
遣
候
処
、
何
時
ニ
て
も
御
逢
可
被
成
旨
主
計

頭
殿
御
申
被
成
候
由
ニ
候
、
先
一
通
為
御
礼
藪
殿
え
罷
越
可
然
由
申
来
候
ニ

付
、
御
家
老
中
え
申
達
、
翌
朝
主
計
頭
殿
え
罷
越
肉
八
呼
出
し
御
礼
一
通
り

申
達
候
処
、
主
計
頭
殿
御
聞
被
成
、
追
付
致
登
城
候
間
御
逢
可
有
之
旨
ニ
付
、

今
日
之
儀
は
先
為
御
礼
致
伺
公
候
、持
参
之
心
懸
も
な
く
尤
平
服
ニ
て
候
間
、

追
て
相
改
可
罷
出
由
申
候
処
、
肉
八
申
候
は
左
様
御
支
度
ニ
及
不
申
候
、
兎

角
御
逢
被
成
候
様
ニ
と
申
、
内
々
あ
な
た
へ
通
り
候
様
ニ
と
申
候
ニ
付
罷
通

候
処
、
対
客
之
間
ニ
て
御
逢
有
之
、
と
く
ニ
も
懸
御
目
筈
ニ
候
、
遠
州
と
ハ

毎
度
致
噂
候
よ
し
万
端
御
懇
意
な
る
挨
拶
ニ
候
、
其
以
後
罷
越
候
処
、
後
々

は
居
間
・
書
院
に
て
殊
之
外
親
敷
物
語
等
致
し
候

一
同
年
四
月
御
参
府
被
遊
、
い
ま
た
御
参
勤
之
御
登
城
も
無
之
内
、
四
月
十
一

日
酒
井
雅（

忠

恭

）

楽
頭
殿
御
老

中

用
人
荒
木
瀬
兵
衛
方
ゟ
手
紙
到
来
、
申
達
度
儀
在
之

候
間
、
今
日
中
瀬
兵
衛
宅
迄
罷
越
候
様
ニ
と
申
来
候
ニ
付
、
其
段
達
御
聴
候

処
、
何
事
や
ら
ん
先
々
早
く
罷
越
候
様
ニ
と
御
意
ニ
付
、
瀬
兵
衛
宅
迄
孫
九

郎
罷
出
候
処
、
雅
楽
頭
殿
内
々
に
て
其
元
え
相
尋
候
様
ニ
と
被
申
候
は
、
兵

部
太
輔
様
御
出
生
之
御
子
様
方
今
以
不
被
成
御
座
候
や
、
若
又
御
国
許
ニ
御

出
生
之
御
子
様
有
之
候
え
共
、最
前
思
召
之
趣
も
御
座
候
ニ
付
御
差
控
被
成
、

御
弘
メ
等
も
不
被
成
候
や
、
又
は
御
家
中
え
差
遣
被
置
候
御
子
も
無
御
座
候

や
、
御
内
々
御
尋
被
申
候
、
尤
表
立
不
申
儀
ニ
候
間
、
外
え
は
沙
汰
不
致
候

様
ニ
と
思
召
候
、
併
重
キ
儀
ニ
候
間
、
兵
部
太
輔
様
被
達
御
耳
候
上
相
伺
候

て
返
答
可
仕
旨
瀬
兵
衛
申
聞
候
ニ
付
、
孫
九
郎
致
挨
拶
候
は
兵
部
太
輔
奥
方

存
生
之
内
ニ
も
終
ニ
出
生
無
之
、
尤
最
初
よ
り
国
元
・
此
表
共
ニ
召
仕
候
婦

人
無
之
ニ
付
、
男
女
共
ニ
出
生
無
之
候
、
奥
方
不
幸
後
今
以
召
仕
候
女
も
無

御
座
候
ニ
付
、
家
老
共
初
孰
も
色
々
申
見
候
え
共
、
如
何
様
成
存
も
候
や
一

向
ニ
承
知
不
致
候
ニ
付
、
此
表
・
国
許
共
ニ
出
生
は
無
御
座
候
、
猶
又
御
尋

之
趣
罷
帰
申
聞
候
上
御
請
可
仕
旨
申
達
罷
帰
、
達
御
耳
候
処
御
承
知
被
遊
、

御
用
人
当
時　

御
中
老
・
御
留
守
居
共
被
召
出
被
仰
聞
候
上
各
申
談
書
付
相
認
、
猶

又
先
年
松
平
左（

乗

邑

）

近
将
監
殿
被
仰
聞
候
、
公
儀
思
召
之
御
留
書
之
御
写
、
外
ニ

口
上
書
都
合
三
通
相
認
、
即
晩
雅
楽
頭
殿
え
孫
九
郎
持
参
、
瀬
兵
衛
え
相
達

候
処
、
書
付
両
通
・
口
上
書
共
ニ
請
取
、
追
付
雅
楽
頭
殿
え
可
入
御
覧
旨
瀬

兵
衛
申
聞
候

　
　
　
　

右
御
書
付
左
之
通

　
　
　

�

兵
部
太
輔
実
子
今
以
無
之
候
や
、
若
又
国
許
等
ニ
出
生
之
子
共（

供
）在

之
候

え
共
、
最
前
思
召
之
趣
も
御
座
候
ニ
付
差
控
、
弘
メ
等
不
仕
候
や
、
又

は
家
中
え
遣
置
候
子
共（

供
）等

も
無
之
候
や
、
御
内
々
御
尋
之
趣
兵
部
太
輔

え
申
聞
候
処
、
此
表
・
国
許
共
ニ
男
子
・
女
子
共
ニ
一
向
出
生
無
御
座

候
、
此
段
宜
御
挨
拶
申
上
候
様
ニ
兵
部
太
輔
申
付
候
、
以
上
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四
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
道
寺
孫
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　

�
享
保
十
五
戌
四

（
三
ヵ
）月

十
六
日
為
上
使
水
野
和（

忠

之

）

泉
守
殿
を
以
、
国
許
え
始
て

之
御
暇
被
仰
出
、
為
御
礼
同
十
八
日
登
城
仕
、
於
御
白
書
院
御
礼
申
上
、

蒙
上
意
、
御
礼
後
於
御
白
書
院
御
縁
側
水
野
和
泉
守
殿
・
松
平
左
近
将

監
殿
・
酒
井
讃（

忠

音

）

岐
守
殿
御
列
座
、
同
名
但（

松
平
直
常
）

馬
守
被
差
加
、
左
近
将
監
殿

被
仰
渡
御
口
達
之
趣

　
　
　
　
　

�

今
度
国
許
え
之
御
暇
被
仰
出
候
ニ
付
、
仮
養
子
之
願
可
被
指
出
候

え
共
、
実
子
出
生
迄
は
仮
養
子
之
願
申
上
ニ
不
及
旨
、
御
前
御
沙

汰
ニ
候
間
、
此
旨
可
被
相
意
得
候

　
　
　
　
　
　

右
被
仰
渡
、
畢
て

　
　
　

�

御
上
ニ
も
御
子
様
方
も
被
成
御
座
候
え
は
、
思
召
も
可
有
御
座
と
の
御

挨
拶
、
左
近
将
監
殿
被
仰
聞
候

　
　
　
　
　

右
両
通
近（

福
井
藩
右
筆
）

藤
十
兵
衛
相
認　

御
書
紙
半
切

　
　
　
　
　
　
　

口
達　
　
　

　
　
　

�

兵
部
太
輔
国
許
え
始
て
御
暇
被
仰
出
、
右
御
礼
登
城
仕
候
節
、
御
老
中

様
方
御
列
席
ニ
て
御
懇
之
趣
被
仰
出
、
冥
加
至
極
難
有
被
奉
存
候
、
其

砌
は
兵
部
太
輔
未
若
年
ニ
御
座
候
、
次
第
ニ
年
齢
ニ
相
成
候
程
御
厚
恩

日
々
ニ
重
く
難
有
被
奉
存
候
、
兵
部
太
輔
今
以
実
子
出
生
無
御
座
候
、

尤
壮
年
之
事
ニ
御
座
候
え
共
、
死
生
之
儀
は
老
若
ニ
不
依
儀
ニ
御
座
候

間
、
無
事
之
内
兼
々
心
願
之
趣
御
物
語
被
仕
置
度
存
ニ
御
座
候
え
共
、

不
軽
儀
容
易
ニ
は
難
被
申
出
差
控
罷
在
候
、
折
を
以
御
物
語
被
仕
置
度

存
ニ
御
座
候
、
此
旨
を
も
御
序
を
以
被
達
御
聴
可
被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
道
寺
孫
九
郎

　
　
　
　

�

但
此
一
条
は
瀬
兵
衛
え
孫
九
郎
口
達
之
趣
也
、
雅
楽
頭
殿
御
好
ミ
に

て
孫
九
郎
自
筆
ニ
て
月
成
半
切
ニ
相
認

　
　
　

�

右
御
書
付
・
口
達
共
ニ
都
合
三
通
、
瀬
兵
衛
え
相
渡
し
候
処
、
雅
楽
頭

殿
御
請
取
有
之
候
由

一
御
参
勤
之
御
礼
四
月
十
五
日
被
仰
上
候
後
、
主
計
頭
殿
え
罷
出
候
処
、
御
登

城
前
御
逢
候
て
色
々
御
噺
共
在
之
候
、
関
ヶ
原
御
陳
之
節
秀
康
公
小
山
え
御

出
張
、
上
杉
景
勝
を
厳
敷
御
押
へ
被
成
候
ニ
付
、
江
戸
御
留
守
え
景
勝
一
寸

も
手
出
し
不
相
成
、
御
留
守
御
丈
夫
ニ
被
思
召
候
故
、
関
ヶ
原
表
全
く
御
利

運
ニ
被
為
成
候
、
権
現
様
天
下
御
手
ニ
入
候
儀
、
偏
ニ
秀
康
公
之
御
働
故
と

思
召
候
由
、
毎
度
上
ニ
も
上
意
被
遊
候
、
扨
此
間
雅
楽
頭
殿
え
其
元
被
差
出

候
書
付
共
不
残
手
前
え
相
回
り
、
是
ニ
轅

（
懐
ヵ
）中

致
し
候
、
扨
々
結
構
成
御
事
ニ

て
候
、
追
付
御
沙
汰
可
有
之
候
由
、
殊
之
外
機
嫌
能
御
咄
有
之
候
、
罷
帰
右

之
趣
申
上
候
え
は
、
何
事
や
ら
ん
と
御
機
嫌
御
う
る
わ
し
く
被
成
御
座
候

一
延
享
四
卯
六
月
十
二
日
御
養
君
被
仰
出
候
、於
御
黒
書
院
溜
御
老
中
御
列
座
、

上
意
之
趣
御
用
番
酒
井
雅
楽
頭
殿
被
仰
渡
候
趣
左
之
通

　
　
　

�

刑
部
卿
殿
嫡
子
小（

松
平
重
昌
）

五
郎
殿
、
松
平
兵
部
太
輔
養
子
被
仰
付
候

　
�

右
ニ
付
為
御
礼
西
丸
え
御
登
城
被
遊
、
夫
ゟ
一
橋
御
勤
被
遊
、
御
老
中
・
若

年
寄
衆
御
廻
勤
被
遊
候

　

右
御
用
掛
り
左
之
通
被
仰
付
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
天
方
数
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
道
寺
孫
九
郎
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田
中　

大
道
寺
繁
郷
『
越
城
亀
鑑
』

　
　
　

�

但
此
節
ゟ
只
今
迄
之
御
用
人
を
御
中
老
と
唱
、
御
奏
者
番
を
御
用
人
・

奏
者
番
兼
と
被
仰
出
候

　
　
　
　

一
橋
ニ
て
御
用
掛
り
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
高
林
弥
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
孫
太
郎

一
小
五
郎
様
と
申
御
名
、
一
橋
ニ
て
御
用
ニ
候
間
、
御
名
御
改
被
成
候
様
と
の

趣
ニ
付
、
中
納
言
様
御
幼
名
之
御
事
ニ
候
間
、
於
義
丸
様
と
御
改
被
成
度
旨
、

堀
田
相（

正

亮

）

模
守
殿
え
被
仰
達
候
、
早
速
御
達
之
通
被
仰
出
候
、

一
御
養
子
被
仰
出
候
ニ
付
、
若
殿
様
御
部
屋
建
候
御
場
所
御
吟
味
有
之
候
処
、

常
盤
橋
御
屋
敷
甚
御
手
狭
ニ
候
故
、
御
殿
建
候
御
場
所
無
之
ニ
付
、
霊
岸
嶋

御
屋
敷
ニ
御
住
居
被
成
候
様
ニ
被
遊
度
旨
、
薮
殿
存
を
相
尋
候
様
ニ
と
被
仰

付
候
ニ
付
、
薮
殿
え
参
り
其
段
申
達
候
処
、
薮
殿
御
聞
被
成
、
夫
は
以
之
外

之
思
召
違
ニ
て
候
、
其
元
え
一
橋
之
御
嫡
子
を
被
遣
候
儀
は
、
別
之
思
召
に

て
ハ
無
之
候
、
兵
部
太
輔
殿
御
身
持
宜
御
勤
向
も
怠
り
な
く
、
家
法
正
敷
仕

置
等
宜
候
段
達
上
聞
、
尤
と
思
召
候
ニ
付
、
刑
部
卿
殿
嫡
子
を
そ
な
た
へ
養

子
ニ
被
遣
、
兵
部（

太
輔
脱
）殿

側
ニ
て
御
育
、
平
常
之
身
持
漸
々
ニ
仕
置
等
を
も
御
見

習
、
後
々
御
用
ニ
も
被
為
立
候
様
ニ
と
の
深
キ
思
召
を
以
其
方
え
被
遣
候
、

然
ル
処
手
放
シ
霊
岸
嶋
ニ
被
差
置
度
と
の
儀
、
決
て
伺
も
不
相
成
事
ニ
候
、

甚
之
御
了
簡
違
ニ
て
候
と
に
か

く
敷
御
申
ニ
付
、
孫
九
郎
申
候
は
左
様
之

処
え
は
存
付
も
無
御
座
、
屋
敷
手
狭
ニ
御
座
候
故
、
右
之
段
申
上
候
、
只
今

被
仰
聞
候
趣
申
聞
候
ハ
ヽ
、
別
て
難
有
可
被
奉
存
候
、
夫
ニ
付
手
前
上
屋
敷

隣
酒
井
左（

忠

寄

）

衛
門
尉
殿
御
屋
敷
と
余
程
余
計
之
地
坪
有
之
候
様
ニ
承
り
及
ひ

候
、
此
度
何
卒
借
受
候
様
ニ
仕
度
存
候
、
何
卒
御
工
夫
被
下
候
様
ニ
と
申
候

え
は
、
是
は
又
格
別
之
事
ニ
て
候
、
如
何
程
余
計
在
之
候
様
ニ
及
承
候
や
と

御
尋
ニ
付
、三
千
坪
余
も
此
方
ゟ
は
坪
数
多
キ
様
ニ
及
承
候
段
申
達
候
え
は
、

先
々
承
置
候
と
御
申
被
成
候

一
夫
ゟ
両
三
日
も
過
候
て
、
薮
殿
家
来
飯
田
肉
八
方
ゟ
手
紙
ニ
て
今
日
於
殿
中

主
計
頭
え
堀
田
相
模
守
様
被
仰
候
は
、
御
尋
被
成
度
儀
候
間
、
拙
者
儀
一
両

日
中
ニ
相
模
守
様
え
罷
出
、
用
人
春
日
井
庄
兵
衛
呼
出
し
逢
可
申
旨
被
仰

候
間
左
様
心
得
候
様
ニ
と
主
計
頭
殿
御
申
之
由
申
来
候
ニ
付
、
右
之
紙
面

明（
福
井
藩
用
人
）

石
縫
殿
え
申
聞
入
御
覧
候
処
、
御
留
守
居
共
三
人
共
ニ
被
召
出
、
右
手
紙

為
御
見
、
存
寄
御
尋
被
遊
候
処
、
大（

福
井
藩
留
守
居
）

谷
一
右
衛
門
御
請
申
上
候
は
御
老
中
前

之
儀
は
前
々
ゟ
御
留
守
居
共
御
用
相
勤
来
候
、
然
ル
処
御
用
人
ニ
て
相
済

儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
、
私
共
儀
御
役
御
免
被
下
候
様
ニ
と
申
上
候
由
、
其
節

津（
福
井
藩
留
守
居
）

田
九
右
衛
門
・
加（

福
井
藩
留
守
居
）

藤
長
右
衛
門
両
人
儀
は
と
と
ふ
の
儀
不
申
上
、
平
伏
仕

罷
在
候
由
、
御
留
守
居
共
退
出
後
拙
者
儀
被
召
呼
、
肉
八
方
ゟ
之
手
紙
御
覧

被
成
候
、
留
守
居
共
存
御
尋
被
遊
候
処
、
不
同
心
之
様
子
ニ
相
聞
へ
候
、
併

相
模
守
殿
と
薮
殿
と
直
談
之
儀
否
共
難
申
事
ニ
候
、
如
何
返
事
致
候
や
と
御

意
ニ
付
、
肉
八
方
え
は
明
朝
罷
出
御
答
可
申
上
旨
及
返
答
候
と
申
上
候
え

は
、
此
節
薮
殿
不
機
嫌
に
て
ハ
如
何
ニ
候
、
明
朝
罷
越
何
と
可
申
と
存
や
と

御
意
ニ
付
、
其
段
は
只
今
御
前
ニ
て
は
難
申
述
候
、
兎
ニ
も
角
ニ
も
あ
な
た

の
御
移
り
次
第
ニ
宜
可
申
達
旨
申
上
候
え
は
、
必
々
卒
忽
之
挨
拶
致
間
敷
旨

御
意
被
成
候
、
翌
朝
薮
殿
え
罷
越
肉
八
呼
出
し
、
堀
田
様
え
罷
出
春
日
井
庄

兵
衛
え
逢
可
申
之
旨
奉
承
知
候
、
加
納
様
・
此
方
様
な
と
ハ
御
内
々
申
上
候

儀
ニ
御
座
候
故
、
私
共
罷
出
奉
伺
候
、
御
老
中
前
之
儀
は
当
家
ニ
て
只
今
迄

留
守
居
共
計
罷
出
勤
来
候
儀
ニ
候
処
、
拙
者
此
度
相
模
守
様
え
被
召
呼
罷
出
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候
て
は
、
家
法
ニ
相
背
候
様
ニ
相
成
如
何
ニ
存
候
、
留
守
居
共
勤
内
之
儀
を

私
取
候
様
ニ
留
守
居
共
万
々
一
存
候
て
は
主
人
之
為
ニ
も
不
宜
、
其
上
此
節

御
用
中
留
守
居
共
と
私
不
和
ニ
相
成
候
て
は
、
用
向
之
差
支
ニ
も
相
成
可
申

や
、
是
等
之
趣
御
耳
ニ
被
達
給
り
候
様
ニ
と
肉
八
え
申
達
候
処
、
肉
八
申
候

は
其
趣
可
申
聞
候
え
共
、
主
計
頭
中
々
承
知
被
致
間
敷
候
、
夫
共
ニ
先
可
申

聞
由
ニ
て
入
候
て
追
付
罷
出
、
只
今
之
趣
申
聞
候
処
、
主
計
頭
以
之
外
不
機

嫌
に
て
相
模
守
殿
と
手
前
か
申
談
た
る
儀
か
、
い
や
と
い
わ
る
ゝ
も
の
か
よ

く

く
直
ニ
可
被
申
と
申
、
あ
れ
へ
通
候
様
ニ
と
肉
八
申
聞
候
ニ
付
、
例
席

え
相
通
り
候
処
、主
計
頭
殿
早
速
御
出
肉
八
え
御
申
聞
之
趣
致
承
知
候
、扨
々

心
得
違
ニ
て
候
、
惣
て
御
老
中
前
御
用
之
儀
五
通
り
有
之
候
、
甚
重
キ
御
用

筋
は
御
主
人
え
御
老
中
直
談
ニ
て
候
、
左
程
ニ
も
無
之
儀
は
用
頼
之
者
頭
衆

を
以
被
仰
達
候
、
御
領
分
仕
置
筋
等
之
儀
は
家
老
共
被
召
呼
被
仰
聞
候
、
献

上
物
等
之
儀
は
留
主
居
被
召
呼
、
用
人
共
及
対
談
候
、
差
て
重
キ
儀
ニ
て
も

な
く
、
御
内
々
御
聞
被
成
度
と
在
之
儀
は
、
用
人
被
召
呼
被
仰
聞
候
、
公
辺

ニ
て
は
ケ
様
ニ
五
段
ニ
相
分
レ
居
申
事
候
、
い
つ
れ
ニ
早
々
相
模
守
殿
え
罷

越
可
申
由
御
申
聞
被
成
候
ニ
付
、
拙
者
申
候
は
左
様
之
御
作
法
曽
て
心
付
不

申
、
不
調
法
之
儀
申
上
候
、
何
レ
ニ
参
上
は
可
仕
候
、
併
御
手
前
様
と
相
模

守
様
御
直
談
ニ
て
被
仰
下
候
て
は
余
り
結
構
過
申
候
、
御
内
用
ニ
て
被
召
呼

候
儀
ニ
候
ハ
ヽ
、
迚
之
儀
ニ
相
模
守
様
御
用
人
中
ゟ
此
方
留
守
居
共
え
切
紙

ニ
て
、
此
度
用
掛
之
用
人
共
之
内
壱
人
罷
出
候
様
ニ
と
申
来
り
候
え
は
、
重

畳
難
有
奉
存
候
段
申
達
候
え
は
、
左
様
之
自
由
ヶ
間
敷
事
か
い
わ
る
ゝ
も
の

に
て
候
や
と
御
申
候
て
、
余
程
不
興
ニ
相
見
え
候
え
共
、
何
分
宜
奉
願
と
申

候
て
致
退
出
候

一
即
日
肉
八
方
ゟ
手
紙
ニ
て
追
付
罷
出
候
様
ニ
と
申
来
候
故
達
御
耳
罷
出
候

処
、
主
計
頭
殿
早
速
御
逢
、
外
之
挨
拶
も
な
く
今
朝
御
申
候
趣
相
模
守
殿
へ

言
ま
し
た
か
、
き
つ
い
賞
味
、
当
時
其
元
と
拙
者
申
談
手
前
え
参
れ
と
申
を

家
法
ニ
障
る
ニ
付
て
い
や
し
や
と
言
士
ハ
当
時
天
下
ニ
御
座
る
ま
ひ
、
世
上

の
家
老
・
用
人
共
ハ
色
々
手
寄
を
以
、
何
卒
取
入
望
以
と
言
、
最
中
い
や
と

い
ふ
ハ
頼
母
敷
士
て
御
座
る
、
兼
て
大
道
寺
ハ
聞
及
ひ
ま
し
た
、
兵
部（

太
輔
脱
）殿

ハ

よ
ひ
家
来
を
お
も
ち
や
つ
た
と
、
き
つ
い
賞
美

く
と
押
返
し

く
御
申
、

今
日
中
ニ
用
人
共
ゟ
留
守
居
衆
迄
可
申
参
候
、
左
候
ハ
ヽ
一
両
日
中
ニ
相
模

守
殿
え
罷
出
候
え
と
機
嫌
よ
く
御
申
ニ
付
御
礼
申
達
致
退
出
、
御
前
え
申
上

候
え
は
御
機
嫌
之
御
様
子
ニ
被
為
入
候

一
即
日
相
模
守
殿
用
人
共
ゟ
御
留
守
居
共
迄
切
紙
に
て
此
度
御
用
掛
り
之
御
用

人
壱
人
一
両
日
中
ニ
罷
出
、
春
日
井
庄
兵
衛
呼
出
し
逢
候
様
申
来
達
御
耳
候

え
は
其
方
参
る
や
と
御
意
ニ
付
名
指
も
無
御
座
候
間
、
筆
順
ニ
も
御
座
候
間

天
方
数
馬
罷
出
候
様
ニ
可
仕
旨
申
上
、
翌
朝
御
留
守
居
同
道
ニ
て
相
模
守
殿

え
数
馬
罷
出
候
処
、
御
尋
之
趣
御
隣
之
坪
数
之
事
ニ
て
候
、
公
儀
之
御
帳
御

尋
候
え
は
早
速
相
知
れ
候
え
共
、
は
や
御
用
筋
他
え
洩
れ
候
意
味
在
之
故
、

御
内
々
御
聞
被
成
度
と
の
事
ニ
て
候
、
依
之
御
隣
之
地
面
坪
数
・
此
方
様
御

地
面
坪
数
共
ニ
相
調
差
出
申
候

一
同
年
六
月
廿
五
日
御
奉
書
御
到
来
ニ
付
御
登
城
被
遊
候
処
、
於
御
白
書
院
御

縁
側
御
老
中
御
列
座
、
酒
井
雅
楽
頭
殿
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候

　
　
　
　

上
屋
敷
手
狭
ニ
付
、
酒
井
左
衛
門
尉

　
　
　

上
屋
敷
之
内
六
千
六
百
弐
拾
坪
余

　
　
　
　
　

御
添
地
被
下
候

　
　
　
　
　

但
此
方
様
ゟ
御
願
等
は
無
之
候

松
平
兵
部
太
輔

一
御
隣
屋
敷
之
内
此
方
様
え
御
添
被
下
候
ニ
付
御
普
請
御
取
懸
在
之
処
、
只
今
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迄
之
御
隣
堺
之
御
長
屋
数
拾
軒
取
こ
ぼ
ち
不
申
候
え
は
御
普
請
難
相
成
ニ

付
、
右
御
長
屋
ニ
被
差
置
候
御
家
来
共
何
方
え
も
難
片
付
、
御
余
計
之
御
長

屋
も
無
之
ニ
付
薮
殿
え
孫
九
郎
罷
越
申
達
候
は
、
此
度
御
足
地
被
下
置
難
有

被
奉
存
候
、
右
ニ
付
普
請
取
掛
り
候
ニ
付
、
添
地
・
長
屋
共
其
外
余
程
取
崩

し
不
申
候
は
て
は
普
請
出
来
不
仕
候
、
当
時
上
野
火
之
御
番
被
相
勤
候
ニ
付

過
分
之
人
数
も
入
置
申
候
、
以
前
は
上
野
宿
坊
ニ
小
屋
懸
ヶ
仕
一
番
手
之
人

数
は
入
置
候
え
共
、
近
年
上
野
御
山
内
ニ
人
数
入
置
候
事
無
用
ニ
被
仰
出
、

諸
家
共
ニ
居
屋
敷
或
は
中
屋
敷
・
下
屋
敷
等
ニ
人
数
差
置
候
、
此
方
も
霊
岸

嶋
ニ
二
番
手
は
指
置
候
え
共
、
壱
番
手
は
手
寄
ニ
候
間
、
上
屋
敷
ニ
差
置
申

候
、
可
相
成
儀
ニ
候
ハ
ヽ
上
野
宿
坊
ニ
仮
小
屋
を
掛
一
番
手
指
置
申
度
存
ニ

御
座
候
、
乍
去
被
仰
出
候
筋
も
御
座
候
え
は
押
て
左
様
共
難
仕
候
、
如
何
可

仕
や
当
惑
仕
候
と
御
物
語
致
し
候
え
は
、
夫
は
御
難
儀
た
る
へ
く
よ
し
一
通

之
御
挨
拶
在
之
候
処
、
一
両
日
過
候
て
上
野
火
之
御
番
御
免
被
仰
出
候
、
尤

此
方
様
よ
り
何
方
え
も
御
願
之
儀
は
一
向
無
之
、
上
ゟ
被
仰
出
候
故
別
て
難

有
被
思
召
候

一
今
年
六
月
末
ゟ
主
計
頭
殿
御
痛
所
別
て
御
勝
レ
無
之
由
ニ
て
御
引
込
、
御
役

御
願
之
処
御
免
無
之
、
折
々
御
機
嫌
伺
登
城
有
之
候
え
共
、
御
用
御
取
次
之

儀
は
御
断
ニ
て
大
岡
出（

忠

光

）

雲
守
殿
・
高
井
兵（

信

房

）

部
少
輔
殿
同
日
ニ
御
取
立
、
御
用

御
取
次
被
仰
付
候
、
依
之
大
岡
出
雲
守
殿
え
加
藤
長
右
衛
門
、
高
井
兵
部
少

輔
殿
え
津
田
九
右
衛
門
被
仰
付
、
手
寄

く
を
以
両
人
申
込
候
え
共
、
両
所

共
ニ
御
逢
候
儀
出
来
兼
候
、
依
之
御
奥
向
御
用
筋
御
差
支
被
遊
候
ニ
付
、
右

御
両
所
江
拙
者
相
勤
候
様
ニ
御
意
被
遊
候
え
共
、
此
節
専
御
養
子
御
用
掛
り

故
昼
夜
無
寸
暇
候
故
御
断
申
上
候
処
、
或
時
小
杉
鼻
紙
弐
枚
ニ
書
候
女
中
文

を
御
取
出
し
被
遊
、
是
見
候
え
と
御
意
ニ
付
内
見
仕
候
処
、
其
趣
ニ
て
候
間

是
非
其
方
罷
越
候
え
と
御
意
ニ
付
、
是
は
誰
殿
之
文
ニ
て
候
や
と
御
尋
申
上

候
え
は
、
夫
は
出
雲
守
殿
母
義
喬
松
院
殿
ゟ
上
野
住
心
院
え
や
ら
れ
た
る
文

也
と
御
意
在
之
候
、
其
文
言

　
　
　

�

何

く
兵
部
太
輔
様
御
留
守
居
加
藤
長
右
衛
門
殿
と
申
方
、
出
雲
守
へ

御
逢
被
成
度
旨
御
願
ニ
付
其
段
出
雲
守
え
申
聞
候
処
、
兵
部
太
輔
様
御

家
来
大
道
寺
孫
九
郎
殿
と
申
方
に
て
候
ハ
ヽ
可
懸
御
目
候
、
其
外
之
御

方
え
は
御
目
ニ
懸
る
間
敷
由
出
雲
守
申
候
と
有
之
候
、
其
通
ニ
て
候
、

此
度
之
御
用
筋
甚
差
支
候
間
、
是
非
其
方
参
候
え
と
再
三
之
御
意
難
黙

止
御
請
申
上
候

一
右
之
趣
ニ
付
翌
朝
主
計
頭
殿
え
参
り
申
達
候
処
、
主
計
頭
殿
御
逢
有
之
、
夫

見
被
申
候
え
と
く（

マ
ヽ
）ゟ

被
参
よ
と
申
候
ニ
彼
是
と
申
逃
ヶ
被
申
候
、
大
岡
へ
も

高
井
え
も
参
候
様
ニ
と
被
申
候
て
、
直
ニ
家
老
飯
田
肉
八
御
呼
候
て
大
岡
・

高
井
え
も
孫
九
郎
ふ
と
い
わ
れ
候
間
、
両
所
え
其
方
ゟ
申
遣
候
様
ニ
と
被
申

付
候

一
即
晩
肉
八
方
ゟ
手
紙
ニ
て
大
岡
様
・
高
井
様
え
申
遣
候
処
、
何
時
ニ
て
も
御

逢
可
被
成
旨
ニ
候
間
、
先
為
御
礼
明
朝
ニ
も
御
両
所
様
え
罷
出
候
様
ニ
と
申

来
候
ニ
付
、
其
旨
達
御
耳
、
翌
朝
御
両
所
え
罷
出
候
処
、
御
両
所
共
ニ
御
登

城
前
直
ニ
御
逢
被
成
候
、
依
之
何
も
持
参
致
さ
す
平
服
之
侭
に
て
懸
御
目
候

　
　
　

�

是
ゟ
前
金
紋
御
挟
箱
之
儀
御
留
守
居
共
え
被
仰
付
、
酒
井
雅
楽
頭
殿
・

本
多
伯（

正

珍

）

耆
守
殿
え
御
内
々
御
相
談
有
之
候
処
御
承
知
有
之
、
御
内
存
之

趣
堀
田
相
模
守
殿
え
被
仰
込
可
然
旨
ニ
付
、
相
模
守
殿
え
御
書
付
御
持

参
被
成
候
処
御
得
心
有
之
、
朱
書
ニ
て
加
筆
等
も
在
之
、
首
尾
宜
キ
趣
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ニ
付
御
清
書
被
遊
、
翌
朝
御
持
参
御
差
出
、
相
模
守
殿
首
尾
能
御
請
取

候
処
、
如
何
い
た
し
た
る
事
に
て
候
や
、
右
御
書
付
追
て
御
返
し
被
成

候
、
定
て
何
方
に
て
ぞ
差
支
候
訳
在
之
儀
と
思
召
、
御
残
念
ニ
思
召
候

御
様
子
ニ
相
聞
候
、
右
御
内
願
之
趣
は
於
義
丸
様
一
橋
ニ
被
成
御
座
候

節
は
金
紋
之
御
挟
箱
為
御
持
被
成
候
処
、御
家
え
被
為
入
、革
を
御
掛
ヶ

被
成
候
儀
気
之
毒
ニ
思
召
候
、
御
主
様
御
一
代
は
其
侭
革
を
御
掛
ヶ
可

被
成
候
、
於
義
丸
様
ニ
は
只
今
迄
之
通
金
御
紋
為
御
持
被
成
候
様
ニ
被

成
度
と
の
御
願
、
誠
ニ
無
御
余
儀
御
願
故
御
老
中
方
何
も
御
同
心
ニ
候

え
共
、
何
方
に
ぞ
相
滞
候
て
上
聞
ニ
も
不
被
達
や
と
御
留
守
居
共
打
寄

残
念
ニ
奉
存
候
由
、
此
一
件
は
拙
者
え
は
曽
て
御
相
談
無
之
、
御
内
々

御
留
守
居
共
え
被
仰
付
候
事
之
由
後
ニ
承
り
申
候

一
拙
者
儀
高
井
・
大
岡
え
折
々
罷
越
少
々
御
心
易
相
成
候
節
、
右
金
御
紋
之
儀

大
岡
殿
え
承
合
見
候
え
と
御
意
ニ
付
、
大
岡
殿
え
御
物
語
致
し
候
処
、
大
岡

殿
御
申
ハ
先
頃
承
り
た
る
事
に
て
候
、
何
と
や
ら
ん
も
や

く
と
し
た
る
事

に
て
候
と
笑
ひ
な
か
ら
御
申
ニ
付
、
何
卒
手
前
え
引
移
被
申
候
以
前
ニ
は
相

成
間
敷
や
と
申
候
え
は
、
何
を
言
て
も
先
頃
之
も
や

く
ゟ
間
の
な
き
事
ニ

て
候
故
、
中
々
急
ニ
は
相
成
間
敷
候
、
御
時
節
も
可
有
之
旨
丈
夫
ニ
御
申
聞

被
成
候

　
　
　

是
迄
ニ
て
金
紋
之
儀
此
方
様
ゟ
御
願
筋
無
之
候

一
同
年
十
二
月
廿
三
日
於
義
丸
様
御
引
移
被
遊
候
、
委
細
諸
事
覚
帳
ニ
有
之

一
延
享
五
辰
四
月
十
五
日
於
義
丸
様
大
奥
え
初
て
御
登
城
被
遊
候
、
委
細
御
祐

筆
部
屋
諸
事
留
ニ
有
之

　
　
　
　
　

�

寛
延
二
巳
十
月
徳
正
院
様
御
逝
去
後
、
堀
田
相
模
守
殿
え
御
家
老

中
被
差
出
候
書
付
大
御
書
紙

半
切
ニ
認

　
　
　

�

於
義
丸
遠
慮
明
候
ハ
ヽ
家
督
可
被
仰
付
儀
と
奉
存
候
、
就
夫
先

（
享
保
六
年
）

年

伊（
松
平
吉
邦
）

予
守
死
去
之
節
、
同（

松

平

基

知

）

性
大
和
守
・
左（

松
平
直
常
）

兵
衛
督
并
中（

松
平
宗
昌
）

務
太
輔
儀
御
城
え

被
為
召
、
御
老
中
様
方
御
列
席
ニ
て
被
仰
渡
候
は
伊
予
守
実
子
無
之
ニ

付
、
同（

松

平

宗

矩

）

性
千
次
郎
を
仮
養
子
願
置
候
え
共
、
伊
予
守
跡
幼
少
之
者
ニ
相

続
被
仰
付
候
儀
一
家
之
者
共
は
不
及
申
、
上
之
御
為
ニ
も
不
可
然
被
思

召
候
ニ
付
、
中
務
太
輔
え
相
続
被
仰
付
候
旨
御
書
付
を
以
被
仰
渡
候
、

且
又
兵
部
太
輔
存
生
之
内
若
シ
急
症
ニ
て
致
病
死
候
節
、
家
老
共
致
披

見
候
様
申
付
置
候
書
付
御
座
候
ニ
付
、
此
度
披
見
仕
候
処
、
去
々
年
於

義
丸
養
子
被
仰
出
候
以
前
、
此
御
方
様
え
兵
部
太
輔
被
召
呼
、
御
内
意

之
趣
被
仰
含
候
御
品
共
冥
加
至
極
難
有
奉
存
候
旨
、
委
細
自
筆
を
以
認

差
置
候
、
依
之
国
許
・
此
表
家
老
共
一
統
奉
願
存
候
は
当
家
之
儀
幼
年

之
者
ニ
相
続
被
仰
付
候
儀
、
右
申
上
候
通
伊
予
守
死
去
之
砌
被
仰
出
候

趣
も
御
座
候
、
尤
越
前
一
家
之
者
共
も
罷
在
候
え
は
、
幼
年
之
間
は
相

談
も
可
仕
儀
ニ
御
座
候
え
共
、
畢
竟
家
老
唀
ニ
相
成
、
領
分
之
仕
置
等

り
兼
可
申
や
と
是
而
已
恐
入
奉
存
候
、
指
当
り
一
橋
様
被
成
御
座
候

え
共
、
重
キ
御
方
様
故
万
端
差
控
罷
在
候
、
此
以
後
は
於
義
丸
養
育
之

儀
は
勿
論
、
仕
置
筋
之
儀
迄
も
一
橋
様
御
後
見
被
成
下
候
様
ニ
被
仰
出

被
下
置
候
ハ
ヽ
、
国
許
・
此
表
家
老
共
始
家
中
之
者
共
迄
も
一
統
難
有

可
奉
存
候
、
左
様
御
座
候
ハ
ヽ
家
中
・
在
々
迄
万
事

り
宜
可
有
御
座

と
奉
存
候
ニ
付
、
此
段
乍
恐
奉
願
上
度
奉
存
候
、
此
御
方
様
ニ
は
去
々

年
御
内
意
之
趣
も
被
仰
含
候
御
儀
ニ
御
座
候
え
は
、
何
卒
御
賢
慮
を
以

家
中
・
在
々
迄
安
堵
仕
、
兵
部
太
輔
兼
々
申
付
置
候
仕
置
筋
相
立
候
様
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ニ
家
老
共
一
統
奉
願
外
無
御
座
候
、
壮
年
之
主
を
失
ひ
幼
主
を
保
護
仕

候
、
家
中
之
者
共
当
惑
仕
罷
在
候
段
、
乍
恐
御
尊
察
被
遊
可
被
下
候
、

右
申
上
候
趣
共
一
家
之
者
共
を
始
何
方
様
え
も
可
申
達
様
無
御
座
候
、

此
御
方
様
ニ
は
於
義
丸
養
子
被
仰
出
候
前
後
ゟ
万
端
御
取
扱
被
遊
被
下

候
御
儀
ニ
御
座
候
故
千
万
恐
入
奉
存
候
え
共
、
国
許
・
此
表
家
老
共
一

統
之
心
願
奉
申
上
候
、
尤
右
之
趣
於
義
丸
幼
年
之
儀
を
無
覚
束
存
候
て

申
上
候
儀
ニ
て
は
毛
頭
無
御
座
候
、
幾
重
ニ
も
家
中
末
々
迄
仕
置
筋

り
宜
御
座
候
様
ニ
、
偏
御
憐
愍
を
以
何
分
ニ
も
御
賢
慮
被
遊
被
下
置
候

様
ニ
、
不
顧
憚
御
内
々
念
頭
之
趣
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　

十
一
月　
　
　
　
　
　
松
平
於
義
丸　

　
　
　

家
老
共

　
　
　
　
　
　
　

別
紙　
御
自
筆
封
シ

半
切
ニ
認　

　
　
　

�

兵
部
太
輔
病
気
養
生
之
間
も
無
御
座
壮
年
ニ
て
致
卒
去
、
於
義
丸
は
不

及
申
、
家
来
共
別
て
愁
傷
仕
候
段
御
尊
察
被
遊
可
被
下
候
、
併
於
義
丸

被
居
候
儀
故
家
督
之
儀
は
各
安
堵
仕
罷
在
候
え
共
、
幼
年
之
儀
ニ
御
座

候
故
仕
置
筋
之
儀
、
差
当
り
養
育
等
之
儀
迄
私
共
当
惑
仕
罷
在
候
、
依

之
不
得
止
事
別
紙
書
付
之
趣
、
此
御
方
様
え
奉
入
御
内
聞
度
奉
存
候
、

此
段
一
類
中
又
は
用
向
御
頼
申
候
御
方
々
を
以
も
難
申
上
儀
ニ
付
、
推

参
至
極
憚
入
奉
存
候
え
共
持
参
仕
差
上
申
候
、
偏
ニ
幼
年
之
於
義
丸
御

見
立
被
遊
と
被
思
召
被
為
添
御
賢
慮
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
兵
部
太
輔
生
前

之
存
念
も
相
立
、
私
共
并
家
中
末
々
迄
難
有
仕
合
奉
存
候

　
　

一�

右
書
付
之
内
ニ
於
義
丸
幼
年
之
儀
を
無
覚
束
存
候
て
申
上
ル
儀
ニ
て
は

無
御
座
段
相
認
候
儀
、
却
て
御
不
審
ニ
も
可
被
思
召
候
、
此
儀
は
当
家

之
筋
目
を
被
為
思
召
、
一
橋
様
之
御
嫡
子
様
を
養
子
被
仰
付
候
程
之
御

儀
ニ
御
座
候
え
は
、
万
一
於
義
丸
幼
年
之
内
不
慮
之
儀
御
座
候
て
も
、

猶
又
公
儀
之
思
召
も
可
被
成
御
座
や
と
、
乍
恐
私
共
儀
は
安
心
仕
罷
在

候
故
、
無
覚
束
存
候
て
申
上
ル
儀
ニ
て
は
無
御
座
候
段
相
認
申
候
、
併

御
大
法
も
御
座
候
御
儀
ニ
御
座
候
え
は
、
幼
年
之
内
万
一
不
慮
之
儀
も

在
之
節
は
如
何
成
行
可
申
や
と
、
家
中
之
面
々
・
其
外
末
々
ニ
至
候
迄

曽
て
安
堵
不
仕
恐
懼
仕
罷
在
候
、
恐
多
御
儀
ニ
御
座
候
え
共
、
家
中
之

者
共
え
も
申
聞
安
堵
為
仕
候
様
ニ
、
追
て
は
被
仰
出
候
御
品
も
御
座
候

ハ
ヽ
、
重
畳
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　

十
一
月　
　
　
　
　
　
松
平
於
義
丸　

　
　
　

家
老
共

　
　
　
　
　
　

口
上
ニ
申
上
候
趣　
間
奉
書
半
切
ニ
認

　
　

一�

本
紙
書
付
之
表
ニ
一
橋
様
御
後
見
之
儀
と
計
相
認
候
え
共
、
極
意
ニ
は

兼
々
兵
部
太
輔
申
聞
置
候
大
望
・
大
願
之
意
味
御
座
候
、
併
此
儀
は
別

て
重
キ
御
儀
ニ
御
座
候
故
余
り
恐
入
奉
存
、書
面
ニ
は
書
顕
シ
不
申
候
、

此
段
は
尊
察
を
以
御
賢
察
被
遊
可
被
下
候

　
　

一�

右
書
付
之
趣
、
一
橋
様
之
御
家
老
中
え
も
遂
内
談
候
て
可
申
上
儀
ニ
御

座
候
え
共
、
万
一
御
差
留
被
成
候
て
は
仕
り
方
無
御
座
候
ニ
付
、
一
向

ニ
御
沙
汰
不
仕
候
、
依
之
一
類
中
え
も
不
申
聞
候
、
此
段
も
被
聞
召
置

可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　

十
一
月　
　
　
　
　
　
松
平
於
義
丸　

　
　
　

家
老
共

　

�
右
両
通
之
書
付
并
口
上
書
一
通
、
都
合
三
通
一
所
ニ
封
し
、
岡（

福
井
藩
家
老
）

部
造
酒
助
封

印
致
シ
、
寛
延
二
己
巳
年
十
一
月
廿
二
日
晩
八
半
時
頃
堀
田
相
模
守
殿
御
屋

鋪
え
造
酒
助
、
大
道
寺
孫
九
郎
同
道
ニ
て
御
留
守
居

同
道
無
之
表
式
台
ゟ
罷
通
名
札
差
出

シ
、
御
用
人
中
え
逢
申
度
段
取
次
え
申
達
候
処
暫
有
之
、
御
用
人
岩
滝
五
兵
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六
十
二
巻
二
号

衛
罷
出
知
ル
人
ニ
相
成
、
扨
相
伺
申
度
儀
御
座
候
て
書
付
致
持
参
候
、
可
相

成
儀
ニ
候
ハ
ヽ
封
之
侭
被
差
上
候
様
致
度
旨
、
造
酒
助
被
申
達
候
処
五
兵
衛

致
承
知
、
此
儀
ニ
付
相
模
守
被
相
尋
候
品
も
候
ハ
ヽ
、
追
て
可
得
御
意
旨
ニ

て
右
書
付
封
之
侭
五
兵
衛
受
取
之
、
両
人
直
ニ
罷
帰
申
候

一
翌
廿
三
日
晩
七
時
過
相
模
守
殿
御
用
人
ゟ
連
名
之
手
紙
推
察
候
様
ニ
と
在
之

候
、
当
時
天
下
之
御
政
務
ニ
も
預
り
候
事
ニ
候
え
は
、
大
小
事
ニ
限
ら
す
相

模
守
推
察
を
以
一
言
ニ
て
も
御
同
席
中
え
申
出
候
儀
、
万
一
齟
齬
致
し
候
節

は
最
早
取
返
し
不
相
成
事
候
、
况
重
キ
御
事
と
相
聞
候
え
は
一
入
御
大
切
之

儀
ニ
て
候
を
、
推
察
之
分
ニ
て
は
一
向
御
取
扱
難
成
候
、
御
書
中
ニ
難
被
相

認
儀
と
相
聞
候
間
、
各
方
を
相
招
拙
者
承
候
様
ニ
と
相
模
守
被
申
候
、
尤
此

間
被
指
出
候
御
書
付
共
相
模
守
熟
覧
之
上
拙
者
え
預
置
被
申
候
由
甚（

倉

次

）

大
夫
申

候
ニ
付
、
造
酒
助
方
被
申
候
は
委
細
御
申
聞
之
趣
奉
承
知
候
、
乍
憚
御
尤
至

極
ニ
奉
存
候
、
右
口
上
書
ニ
申
上
候
大
望
・
大
願
之
品
は
甚
重
キ
御
儀
恐
入

奉
存
候
故
、
先
達
て
差
上
候
紙
面
ニ
書
顕
不
申
候
、
然
処
昨
晩
各
ゟ
被
下
候

御
切
紙
ニ
御
尋
被
成
度
儀
御
座
候
間
、
今
朝
罷
出
候
様
ニ
被
仰
下
候
ニ
付
、

若
シ
此
一
件
之
儀
御
不
審
も
可
有
御
座
や
と
奉
存
候
ニ
付
、
右
大
望
・
大
願

之
趣
書
付
相
認
致
持
参
候
、
御
尋
之
儀
ニ
も
御
座
候
間
、
書
付
可
入
御
覧
や

之
旨
造
酒
助
被
申
候
、
其
節
孫
九
郎
申
候
は
右
御
尋
之
儀
即
席
ニ
書
付
差
出

候
て
は
、
是
以
如
何
造
酒
助
・
孫
九
郎
両
人
宛
所
ニ
て
到
来
、
昨
日
差
出
候

書
付
之
内
被
相
尋
儀
候
間
、
明
朝
五
半
時
相
模
守
殿
御
宅
え
可
罷
出
之
旨
申

来
ニ
付
、
相
応
之
返
答
申
遣
之

一
相
模
守
殿
ゟ
右
之
通
申
来
ニ
付
、
芦
田
図
書
・
岡
部
造
酒
助
・
明
石
主
膳
・

大
道
寺
孫
九
郎
各
申
談
候
は
相
模
守
殿
御
尋
之
儀
別
段
之
儀
ニ
て
は
有
之
間

敷
候
、
昨
日
差
出
候
口
上
書
之
内
ニ
大
望
・
大
願
之
儀
御
賢
察
被
下
候
様
ニ

と
の
一
件
、
定
て
御
尋
ニ
て
も
可
有
之
候
、
左
候
ハ
ヽ
口
上
ニ
て
申
達
候
て

も
、
猶
又
其
趣
書
付
差
出
候
様
ニ
と
御
好
ミ
可
有
之
事
ニ
て
候
間
、
書
付
相

認
持
参
可
然
や
之
旨
各
申
談
、
尚
又
御
留
守
居
加
藤
長
右
衛
門
・
横
田
作
大

夫
津
田
九
右
衛
門

此
節
病
気　
　

両
人
え
も
御
家
老
中
被
申
聞
候
処
、
各
一
同
之
存
ニ
付
、
各
申
談

相
認
候
書
付
左
之
通

　
　
　
　
　

兵
部
太
輔
自
筆
ニ
相
認
置
候
書
付
之
趣
間
奉
書　

半
切
ニ
認

　
　
　

�

去
々
年
此
御
方
様
ニ
て
御
内
意
被
仰
含
候
趣
冥
加
至
極
難
有
奉
存
候
、

就
夫
於
義
丸
幼
年
之
内
、
若
兵
部
太
輔
不
幸
之
節
は
於
義
丸
養
育
可
致

者
も
無
之
、况
仕
置
筋
之
儀
家
老
唀
ニ
相
成
候
て
は

り
之
程
無
覚
束
、

畢
竟
於
義
丸
為
メ
不
可
然
候
、
当
時
一
家
共
孰
も
年
若
ニ
候
、
若
左
様

之
節
は
一
橋
様
御
後
見
被
下
候
様
ニ
致
度
事
ニ
候
、
此
段
家
老
共
尤
と

存
候
ハ
ヽ
、
此
御
方
様
ニ
は
於
義
丸
養
子
被
仰
出
候
前
後
ゟ
万
端
御
引

受
之
御
事
ニ
御
座
候
間
、
幾
重
ニ
も
御
願
申
上
見
可
申
候
、
万
々
一

上
之
思
召
を
以
一
橋
様
直
ニ
被
為
入
候
様
之
御
沙
汰
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、

生
々
世
々
難
有
御
事
ニ
奉
存
候
旨
書
付
差
置
候
ニ
付
、
国
許
・
此
表
家

老
共
一
統
ニ
奉
願
上
候
え
共
、
甚
重
キ
御
儀
恐
入
奉
存
候
ニ
付
、
先
達

て
は
書
面
ニ
書
顕
シ
不
申
候
、
御
尋
ニ
付
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　

十
一
月
廿
四
日　
　
　
松
平
於
義
丸　
　

　
　
　

家
老
共　

一
十
一
月
廿
四
日
之
朝
五
時
過
造
酒
助
方
致
同
道
、
相
模
守
殿
御
宅
え
罷
出
、

取
次
之
者
案
内
ニ
て
奥
之
座
鋪
え
両
人
相
通
り
候
処
、
火
鉢
・
茶
・
煙
草
盆

出
暫
く
在
之
、
用
人
倉
次
甚
大
夫
罷
出
申
聞
候
は
一
昨
日
御
持
参
両
通
之
御

書
付
は
事
長
キ
儀
ニ
付
、
相
模
守
再
篇
致
熟
覧
致
承
知
候
、
別
ニ
御
口
上
書
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之
表
ニ
兵
部
太
輔
様
被
仰
置
候
御
大
望
・
御
大
願
之
儀
有
之
由
、
併
重
キ
儀

ニ
候
故
書
面
ニ
は
難
被
相
認
候
間
、
相
模
守
致
ニ
も
可
被
思
召
や
、
一
と
先

屋
敷
え
罷
帰
候
て
相
認
差
出
申
趣
可
然
や
、
此
段
は
御
自
分
御
考
被
下
い
つ

れ
ニ
も
宜
様
ニ
頼
入
候
由
申
候
処
、
甚
大
夫
委
細
致
承
知
入
御
念
儀
ニ
御
座

候
、
先
最
前
得
御
意
候
趣
各
方
え
申
達
候
段
相
模
守
え
可
申
聞
候
、
其
上
い

つ
れ
ニ
も
相
考
宜
取
扱
可
申
旨
ニ
て
引
込
候
て
、
追
付
甚
大
夫
罷
出
申
聞
候

は
只
今
御
申
聞
候
趣
委
細
相
模
守
え
申
聞
候
処
被
致
承
知
候
、
御
太
望
之
趣

御
書
付
御
持
参
之
儀
も
内
々
ニ
て
相
模
守
え
申
聞
候
処
可
致
披
見
旨
申
候
間

御
渡
可
有
之
旨
甚
大
夫
申
候
ニ
付
、
造
酒
助
方
被
申
候
は
此
間
差
上
候
書
付

共
も
御
自
分
御
預
り
之
由
ニ
候
得
は
、
今
日
持
参
之
書
付
致
開
封
可
進
や
之

由
被
申
候
処
、
甚
大
夫
申
候
は
先
御
封
之
侭
ニ
て
可
被
指
出
候
、
相
模
守
可

被
致
開
封
候
、
此
間
之
御
書
付
も
相
模
守
致
開
封
熟
覧
之
上
拙
者
え
預
ヶ
置

被
申
候
由
ニ
て
、
封
印
之
侭
甚
大
夫
請
取
之
、
引
入
候
て
暫
く
有
之
、
甚
大

夫
罷
出
申
聞
候
は
只
今
被
差
出
候
御
書
付
之
表
、
此
間
被
差
出
候
御
書
付
之

趣
ニ
引
合
見
被
申
候
処
、
一
体
之
趣
意
相
替
儀
も
無
之
内
、
末
ニ
至
り
候
て

は
一
橋
様
直
ニ
被
為
入
候
様
ニ
被
成
度
と
の
御
願
望
第
一
之
様
ニ
相
見
え
申

候
、
左
候
え
は
此
間
被
差
出
候
御
書
付
は
反
古
ニ
成
候
て
、
今
日
被
差
出
候

御
書
付
之
趣
御
奥
意
と
相
見
へ
申
候
、
左
候
て
は
御
願
筋
両
様
ニ
相
見
え
候

間
、
相
模
守
御
取
扱
難
成
存
候
間
、
御
持
参
之
御
書
付
と
も
に
一
向
ニ
返
進

可
被
致
候
、
扨
是
は
相
模
守
御
挨
拶
ニ
て
は
無
之
、
拙
者
御
物
語
致
し
候
様

ニ
と
被
申
候
は
此
度
一
橋
様
直
ニ
御
家
え
被
為
入
候
様
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
あ

な
た
ニ
小
五
郎
様
当
時
御
嫡
子
様
ニ
て
被
成
御
座
御
事
ニ
候
え
は
、
則
い
つ

迄
も
小
五
郎
様
御
嫡
子
ニ
御
立
可
被
成
御
事
ニ
候
、
左
候
え
は
於
義
丸
様
ニ

は
如
何
可
被
為
成
儀
と
各
ニ
は
被
存
候
や
、
其
御
方
様
御
家
柄
御
格
別
と
有

ル
上
之
思
召
を
以
、
一
橋
様
之
御
嫡
子
様
を
御
養
子
ニ
被
為
進
候
、
専
も
相

立
不
申
候
悪
敷
御
取
扱
致
し
候
て
は
、於
義
丸
様
御
為
ニ
相
成
不
申
事
ニ
候
、

此
段
各
方
え
御
物
語
候
様
ニ
と
相
模
守
申
聞
候
由
甚
大
夫
申
候
ニ
付
、
其
節

孫
九
郎
申
候
は
御
受
之
儀
は
造
酒
助
可
申
上
候
、
只
今
被
仰
聞
候
相
模
守
様

思
召
之
段
乍
恐
御
尤
至
極
奉
存
候
、
今
日
持
参
之
書
付
之
儀
は
兵
部
太
輔
書

付
置
候
趣
を
奉
入
御
覧
度
家
老
共
存
念
計
ニ
て
御
座
候
、
家
老
共
一
統
之
願

と
申
は
此
間
差
上
候
両
通
之
書
付
共
之
趣
ニ
御
座
候
、
何
レ
之
道
ニ
も
於
義

丸
為
第
一
之
儀
ニ
奉
存
候
故
、
段
々
申
上
候
儀
ニ
御
座
候
、
兵
部
太
輔
認
置

候
も
於
義
丸
為
を
存
候
て
之
儀
ニ
御
座
候
、
此
方
様
ニ
は
兼
々
御
懇
意
ニ
被

成
下
候
故
、
如
此
認
置
候
儀
と
申
儀
を
一
通
り
入
御
覧
候
迄
ニ
御
座
候
、
尤

此
間
差
上
候
書
付
之
内
ニ
も
思
召
ニ
不
相
叶
儀
も
可
有
御
座
や
、
此
節
之
儀

ニ
て
候
間
認
様
前
後
も
可
仕
候
、
兎
ニ
も
角
ニ
も
於
義
丸
為
メ
宜
様
ニ
御
取

扱
被
下
度
家
老
共
念
願
之
外
無
御
座
候
由
申
進
候
処
、
造
酒
助
方
被
申
候
は

只
今
孫
九
郎
申
上
候
通
何
レ
之
道
ニ
も
於
義
丸
為
メ
宜
様
ニ
御
賢
慮
被
為

添
、
御
相
談
被
成
下
候
様
ニ
奉
願
之
段
被
申
述
候
処
、
甚
大
夫
委
細
致
承
知

候
、
左
候
ハ
ヽ
其
趣
猶
又
相
模
守
え
可
申
聞
由
ニ
て
引
込
候
て
、
追
付
甚
大

夫
罷
出
申
聞
候
は
只
今
御
両
所
御
申
聞
之
趣
、
委
細
相
模
守
え
申
聞
候
処
被

致
承
知
候
、
左
候
ハ
ヽ
此
間
被
差
出
候
両
通
之
御
書
付
受
取
申
候
、
其
外
之

書
付
共
は
可
致
返
進
儀
ニ
候
え
共
、
去
々
年
於
義
丸
様
御
用
相
勤
候
砌
ゟ
兵

部
太
輔
様
別
て
御
懇
意
ニ
被
成
候
、
相
模
守
儀
ニ
候
え
は
御
存
生
之
内
御
認

被
置
候
趣
を
、
御
懇
意
だ
け
ニ
一
通
り
御
物
語
被
成
候
と
相
心
得
、
全
く
御

役
儀
を
放
れ
候
て
承
置
申
候
、
誠
ニ
承
捨
と
御
心
得
可
被
成
候
、
且
又
今
日
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御
持
参
之
御
心
覚
之
儀
も
返
進
可
被
致
儀
ニ
候
え
共
、
左
候
て
は
何
と
や
ら

ん
御
願
之
書
付
之
様
ニ
も
相
聞
へ
如
何
ニ
候
間
、
右
申
候
通
御
懇
意
を
以
御

為
見
被
成
候
事
ニ
候
間
是
以
留
置
申
候
、
此
儀
を
以
御
取
扱
仕
儀
ニ
て
は
曽

て
無
御
座
候
、
此
段
能
々
御
承
知
候
様
ニ
申
達
候
様
ニ
と
相
模
守
被
申
付
候

由
甚
大
夫
申
聞
候
、
依
之
忝
奉
存
旨
一
礼
申
述
、
直
ニ
両
人
共
ニ
致
退
出
候

　
　
　

�

此
間
差
出
候
書
付
無
相
違
御
請
取
被
下
候
為
御
礼
、
改
候
て
可
罷
出
や

之
旨
甚
大
夫
え
孫
九
郎
承
り
候
処
、
暫
相
考
候
て
却
て
如
何
ニ
候
、
右

被
入
御
念
被
仰
聞
候
趣
を
は
、
追
付
相
模
守
ヘ
可
申
聞
候
由
甚
大
夫
申

候

　

�

右
書
付
封
印
之
儀
は
何
レ
も
岡
部
造
酒
助
方
印
形
、
惣
て
書
付
・
口
上
書
共

ニ
大
道
寺
孫
九
郎
自
筆
ニ
相
認
申
候

一
同
年
十
二
月
七
日
御
家
督
被
仰
出
候
、
右
取
扱
は
御
右
筆
部
屋
諸
事
留
ニ
委

細
有
之

一
同
年
十
二
月
廿
二
日
堀
田
相
模
守
殿
え
御
家
老
芦
田
図
書
・
岡
部
造
酒
助
御

用
有
之
ニ
付
被
召
呼
候
、
御
留
守
居
加
藤
長
右
衛
門
同
道
ニ
て
朝
五
時
過
相

模
守
殿
御
宅
え
罷
越
候
処
、
於
大
書
院
相
模
守
殿
被
仰
渡
、
其
上
ニ
て
御
書

付
御
渡
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
於
義
丸　
　

　
　
　

家
老
共　

　
　
　
　

�

於
義
丸
幼
少
ニ
付
は
国
許
仕
置
別
て
入
念
申
付
、
万
事
順
和
取
扱
候

様
可
仕
候
、
若
又
一
決
不
致
儀
は
刑
部
卿
殿
え
伺
候
様
可
仕
候

　
　
　
　
　
　

十
二
月

　
　
　
　

右
之
通
被
仰
出
候

一
御
家
督
被
仰
出
候
後
年
始
御
鏡
餅
御
献
上
之
儀
、
加

（
前
田
宗
辰
）賀

・
陸

（
伊
達
宗
村
）奥

・
薩

（
島
津
重
年
）摩

ゟ
も

御
鏡
餅
御
献
上
有
之
由
ニ
付
、
御
家
ゟ
も
可
被
献
儀
ニ
候
間
、
堀
田
相
模
守

殿
掛
り
御
留
守
居
津
田
九
右
衛
門
此
節
病
気
ニ
付
孫
九
郎
罷
越
相
伺
可
然
旨

御
家
老
中
御
指
図
ニ
付
、
相
模
守
殿
え
孫
九
郎
罷
越
、
用
人
倉
次
甚
大
夫
え

逢
候
て
右
御
内
意
相
伺
候
処
、
相
模
守
殿
御
承
知
有
之
、
随
分
御
鏡
餅
被
献

可
然
事
候
、
乍
去
当
月
御
用
番
ニ
候
間
、
酒
井
左
衛
門
尉
殿
え
相
伺
可
然
旨

御
差
図
ニ
付
、
其
段
罷
帰
御
家
老
中
え
申
達
候
処
、
御
留
守
居
共
左
衛
門
尉

殿
え
罷
出
相
伺
可
申
旨
御
差
図
ニ
付
、
早
速
御
留
守
居
共
左
衛
門
尉
殿
え
罷

出
相
伺
候
処
、
追
て
御
差
図
可
有
之
旨
被
仰
聞
候

一
右
御
鏡
餅
御
献
上
之
儀
相
模
守
殿
え
相
伺
候
節
、
孫
九
郎
え
相
模
守
殿
御

内
々
被
仰
聞
候
は
御
献
上
之
儀
加
賀
・
陸
奥
・
薩
摩
え
篤
と
承
合
相
伺
可
然

候
、
尤
公
儀
ゟ
も
其
御
方
様
え
御
鏡
餅
御
拝
領
ニ
て
可
有
之
候
、
左
様
可
相

心
得
候
、
左
候
ハ
ヽ
御
同
性
之
内
御
名
代
を
以
御
礼
可
被
仰
上
事
ニ
候
と
被

仰
聞
候
ニ
付
其
段
奉
承
知
候
、
御
上
ゟ
拝
領
は
年
内
被
下
置
候
儀
ニ
候
や
、

年
始
拝
領
之
儀
ニ
候
や
、
内
々
相
伺
候
処
、
表
向
之
申
談
は
御
伺
ニ
て
相
済

事
ニ
候
、
御
拝
領
之
儀
は
大
奥
ゟ
出
候
事
故
何
日
ニ
御
拝
領
可
有
之
や
、
御

老
中
方
ニ
て
相
知
レ
不
申
事
ニ
候
、
御
一
家
方
御
名
代
ニ
て
早
速
御
礼
可
有

之
事
ニ
候
間
、
幾
日
に
て
も
御
一
家
方
御
招
置
被
成
可
然
候
、
乍
序
拙
者
え

被
仰
聞
候
ハ
ヽ
当
時
一
橋
ゟ
御
入
被
成
候
事
故
、
越
前
御
一
家
様
方
御
親
ミ

御
疎
く
可
相
成
や
と
被
存
候
、
此
以
後
は
只
今
迄
よ
り
猶
以
て
越
前
家
之
御

一
家
方
別
て
御
親
敷
被
成
候
様
ニ
致
度
事
ニ
候
、
左
様
無
之
候
て
は
上
之
思

召
ニ
相
応
不
致
候
、
此
以
後
随
分
前
々
ゟ
も
厚
く
御
親
ミ
被
成
候
様
ニ
致
度

事
ニ
候
、
此
段
能
々
御
家
老
中
え
可
申
達
旨
倉
次
甚
大
夫
を
以
被
仰
聞
候
ニ

付
罷
帰
、
則
右
之
趣
御
家
老
中
え
申
達
候


